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第６１回あわら市議会定例会議事日程 

 

                          第 １ 日 

                          平成２４年６月８日（金） 

                          午前９時３０分開議 

 

１．開会の宣告 

１．市長招集あいさつ 

１．開議の宣告 

１．諸般の報告 

１．行政報告 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議案第５２号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることにつ

いて） 

日程第 ４ 議案第５３号 専決処分の承認を求めることについて（平成２４年度あわ

ら市産業団地整備事業特別会計補正予算（第１号）） 

日程第 ５ 議案第５４号 平成２３年度あわら市一般会計繰越明許費繰越計算書の報

告について 

日程第 ６ 議案第５５号 平成２３年度あわら市公共下水道事業会計予算繰越計算書

の報告について 

日程第 ７ 議案第５６号 平成２４年度あわら市一般会計補正予算（第２号） 

日程第 ８ 議案第５７号 あわら市印鑑の登録及び証明に関する条例等の一部を改正

する条例の制定について 

日程第 ９ 議案第５８号 福井坂井地区広域市町村圏事務組合規約の変更について 

日程第１０ 議案第５９号 福井県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 

日程第１１ 議案第６０号 あわら市監査委員の選任について 

日程第１２ 陳情第 ２号 停止中原発の運転再開を拙速に進めず、早急に｢脱原発プロ

グラム｣を策定するように求める陳情書 

日程第１３ あわら市選挙管理委員会委員の選挙 

日程第１４ あわら市選挙管理委員会委員補充員の選挙 

 

 （散  会） 
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   ◎議長開会宣告 

○議長（向山信博君） ただいまから、第６１回あわら市議会定例会を開会いたします。 

（午前９時 30分） 

                                       

   ◎市長招集挨拶 

○議長（向山信博君） 開会に当たり、市長より招集のご挨拶がございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 第６１回あわら市議会定例会が開会されるに当たり、一言ご挨

拶を申し上げます。 

 議員各位には、何かとご多忙中にもかかわらず本定例会にご参集をいただき、厚

くお礼を申し上げます。 

 はじめに、一昨日、寛仁親王殿下がご逝去されました。気さくなお人柄で、ひげ

の殿下として国民から深く敬慕され、障害者の福祉やスポーツの振興にご活躍いた

だいていたところであり、誠に痛惜の思いに耐えません。市民を代表しまして、心

からご冥福をお祈りいたします。 

 さて、５月１８日に新潟県妙高市において同市と災害時相互応援協定を締結いた

しました。これは、あわら市が災害時相互応援協定を締結している自治体が、福井

県、県内各市町及び隣接する加賀市、小松市のほかは姉妹都市の高知県香美市のみ

であったこと、また、東日本大震災では被害が広範囲に及び近隣市町間の協定が有

効に機能しなかったことから比較的遠方の自治体との協定が必要であると考えてい

たところ、北信越市長会を通じて縁がありました同市と締結に至ったものでありま

す。 

 妙高市と本市は、人口も同程度であり、温泉街を有していること、また高速道路

のインターチェンジからの距離も近いなど共通点も多いことから、災害時には同じ

ような問題が発生することも予測され、万一の際には物資の提供や職員の派遣など

互いに助け合うことを協約いたしました。 

 市といたしましては、大きな災害に備えるため今後、こうした比較的遠方の市と

の災害時相互応援協定の締結も進めて参りたいと考えております。 

 次に、先月から今月にかけまして、森のアートフェスタ、トリムマラソン、そし

て、あわら湯けむりごっつぉまつりに、みどりと花の県民運動と、大きなイベント

が続きました。詳細につきましては後ほどの行政報告で報告いたしますが、いずれ

も好天に恵まれ、議員各位をはじめ市内外から多く方々にご参加いただき、成功裡

に終えることができました。イベントにご協力いただきました皆様に、この場をお

借りしまして、心から感謝を申し上げる次第であります。 

 この後も引き続き、６月１６日から２４日まで花菖蒲祭りが開催されますので、

是非大勢のお客様にご来場いただくことを願っております。 
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 ご案内のとおり、本定例会におきましては、専決処分の報告に関するもの１議案、

専決処分の承認に関するもの１議案、繰越計算書の報告に関するもの２議案、補正

予算に関するもの１議案、条例の改正に関するもの１議案、一部事務組合の規約の

変更に関するもの１議案、広域連合の規約の変更に関するもの１議案、人事に関す

るもの１議案の計９議案の審議をお願いするものであります。各議案の内容につき

ましては、後ほどご説明を申し上げますが、何とぞ慎重なご審議をいただき、妥当

なるご決議を賜りますようお願い申し上げまして、招集のご挨拶といたします。 

                                       

   ◎開議の宣告 

○議長（向山信博君） 本日、ただいまの出席議員数は、１５名であります。森 之嗣

君、杉田 剛君は欠席、北島 登君は遅刻の届出が出ております。 

 よって、会議の定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

○議長（向山信博君） 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

                                       

   ◎諸般の報告 

○議長（向山信博君） 諸般の報告を事務局長より行います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 事務局長。 

○事務局長（道地菊代君） 諸般の報告をいたします。 

 平成２４年５月７日招集の第６０回あわら市議会臨時会において議決されました

議案につきましては、５月７日付で市長あてに会議結果の報告を行っております。 

 今定例会までに受理いたしました陳情等につきましては、お手元に配布してあり

ます陳情等文書表のとおりであります。 

 次に、本定例会の付議事件は、市長提出議案９件、陳情１件、選挙２件でありま

す。 

 本定例会の説明出席者は、市長以下１３名であります。 

 以上でございます。 

○議長（向山信博君） 次に広域連合及び一部事務組合の議会報告を関係議員にしてい

ただきます。 

 はじめに、三国あわら斎苑組合議会について、１番、吉田太一君、お願いいたし

ます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １番、吉田太一君。 

○１番（吉田太一君） 三国あわら斎苑組合議会の概要について報告をさせていただき

ます。 

 ３月５日、あわら市議場において平成２４年第２回三国あわら斎苑組合議会臨時

会が開催され、議案２件が上程されました。 

 まず、議案第６号、損害賠償の額を定めることについては、平成２４年１月２７
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日に発生した自動車事故の損害を賠償するため、地方自治法第９６条第１項第１３

号の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 次に、議案第７号、平成２３年度一般会計補正予算（第２号）については、歳入・

歳出予算の総額にそれぞれ３９万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ５,３５９万９,０００円とするものであります。内容は損害賠償金等を計上す

るものでありました。 

 以上、２議案について慎重に審議いたしました結果、いずれも妥当と認め全員一

致で原案通り可決いたしました。 

 なお、この臨時会をもちまして、三国あわら斎苑組合議会は、坂井地区の広域事

務を統合するという形で坂井地区広域連合に移管しました。 

 以上、三国あわら斎苑組合議会の報告といたします。 

○議長（向山信博君） 次に、嶺北消防組合議会について、７番、笹原幸信君、お願い

いたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ７番、笹原幸信君。 

○７番（笹原幸信君） 嶺北消防組合議会の報告をいたします。 

 平成２４年３月２７日嶺北消防本部において２４年度第１回定例会が開催されま

した。 

 議案第１号から議案第６号の６議案が上程されましたが、主なものについて報告

いたします。 

 議案第２号、平成２３年度一般会計補正予算について、歳入歳出それぞれ７００

万５,０００円を追加し歳入歳出予算の総額を２１億６２９万４,０００円とするも

のです。 

 その内容は、簡易無線を１４４台とサイレン音付き拡声器３６個を購入するため

の安全対策備品費予算３０１万７,０００円です。東日本大震災において携帯電話が

不通になり、消防団員に対する撤収の連絡が不可能となり、その結果、多数の消防

団員が犠牲になったため、団員の生命身体の安全確保と住民の避難と救助体制の強

化を図ることを目的としております。 

 それから、Ｊアラート整備事業に９０１万２,０００円を計上しております。東日

本大震災において、全国瞬時警報システム、Ｊアラートが市町村庁舎崩壊により活

用できなかったことを踏まえ、情報伝達の多重化を図るために導入するとのことで

す。地震等で震度４以上の場合受信した際には、自動で消防署や出場している消防

車両に配信するということです。ただし防災無線とは連動しておりません。 

 また、高規格救急車の購入費の減額や人件費等の減額により５０２万４,０００円

が減額をされているため、先ほど申し上げました７００万５,０００円が補正予算に

計上されております。 

 次に、議案第３号、平成２４年度一般会計予算についてですが、歳入歳出の予算

の総額は２５億１,９００万円と定めるものです。 
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 その主な内容は、高機能消防指令センター保守点検委託料、嶺北消防署移転改修

工事実施設計費、防火水槽新設工事、高規格救急車及び水槽つき消防ポンプ車の購

入費などが計上されております。 

 あわら市関係では、あわら消防署新築工事で５億６,８４１万円、あわら署外構工

事で３,７００万円及び備品購入費で１,１７０万円などが計上されております。 

 当初予算におけるあわら市の分担金は、あわら消防署の新築工事が計上されてい

るため、１０億８,３９４万７,０００円と２３年に比べ大幅な増額となっています。 

 そのほか、条例改正に関する議案４件、すべての議案とも賛成全員で原案どおり

可決されました。 

 なお、坪田正武議員が一般質問を行っております。 

 以上、嶺北消防組合の報告を終わります。 

○議長（向山信博君） 次に、福井県後期高齢者医療広域連合議会について、１６番、

山川 豊君、お願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １６番、山川 豊君。 

○16 番（山川 豊君） それでは、福井県後期高齢者医療広域連合議会の定例会の報告

をいたします。 

 平成２４年第１回福井県後期高齢者医療広域連合議会が３月の２７日に福井の自

治会館で開催をされました。 

 提案された議案は６議案でございます。 

 まず第１に平成２４年度福井県後期高齢者医療広域連合一般会計予算について、

この件については、歳入歳出それぞれ４億９,０８２万３,０００円と定めることで、

平成２３年度より３,５８０万円減額でございます。 

 また、次に第２の議案といたしましては、平成２４年度福井県後期高齢者医療広

域連合後期高齢者医療特別会計の予算でございます。この件につきましては、特別

会計、総予算の歳入歳出それぞれ９６８億２,３９４万５,０００円と定めることで

ございます。２３年度よりは３８億８,７００万円の増額でございます。 

 次に、平成２３年度福井県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計の補

正予算でございます。この件については、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ４億４,６６３万８,０００円追加し９５５億８,６４４万６,０００円とする

ことでございます。 

 次に４番目でございますけれども、福井県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医

療に関する条例の一部改正についてでございます。この件につきましては、条例１

４条、１５条、１６条の改定で平成２４年度保険料の軽減措置について、被扶養者

であった被保険者に係る均等割額の９割軽減及び低所得者に係る均等割額の８.５

割軽減を継続して実施することに伴い、所要の規定を整備するものでございます。 

 次に５番目でございますけれども、福井県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医

療制度臨時特例基金条例の一部改正でございます。これにつきましては、後期高齢
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者医療制度臨時特例基金条例の一部改正が２４年度保険料の軽減措置について、そ

の財源について臨時基金を処分して補填するため所要の規定を整備することでござ

います。 

 最後に６番目の議題ですけれども、福井県後期高齢者医療広域連合広域計画の改

正について。広域計画は地方自治法第２９１条７で広域連合に作成が義務づけられ

ており、平成１９年に策定された福井県後期高齢者医療広域連合広域計画、第１次

広域計画ですけれども、この計画期間５カ年が経過するため、第１次計画を補完す

る形で第２次計画を策定するものでございます。 

 趣旨としては、１次計画を２次計画に変更、状況と課題を新設する１９年度の事

務を削除します。そして広域計画の期間及び改定は平成２４年度から平成２８年度

までの５年間とする、ただし平成２８年度以前に新制度に移行した場合は新制度移

行までの期間とする、ということで、この高齢者広域連合につきましては、国でも

いろいろ取りざたされております廃止もしくは継続ということが、まだ五里霧中で

ございます。そういうことを踏まえて、後期高齢者の広域連合も非常に苦慮してい

るのが現状でございます。そういう形で、県としましては継続をしていきたいとい

うような意向のように感じております。 

 そして、ただいま申し上げました議案につきましては、１、２号議案につきまし

ては賛成多数で可決されました。後の議案につきましては全員賛成で可決されまし

た。 

 以上、後期高齢者医療広域連合の報告とさせていただきます。 

○議長（向山信博君） 次に、福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会について、５番、

三上 薫君、お願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ５番、三上 薫君。 

○５番（三上 薫君） 福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会報告をいたします。 

 去る３月２９日午後３時より福井県自治会館２階多目的ホールにおいて、平成２

３年３月第１５３回福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会定例会が開催されまし

た。 

 上程された議案は平成２３年度一般会計補正予算及び平成２４年度一般会計予算

のほか、条例の一部改正に関する２議案、規約の変更についての議案、監査委員の

選任についての議案であり、全会一致で可決されました。 

 平成２３度一般会計補正予算は歳入歳出それぞれ９,２５８万７,０００円を減額

し歳入歳出予算の総額は２３億５３６万４,０００円でした。あわら市の負担は３億

７,４０４万８,０００円でした。 

 また、２４年度一般会計予算は歳入歳出それぞれ２２億８,３３０万１,０００円

です。前年度と比較して１億７,８８４万円、率にして７.３％の減額となっていま

す。この主な要因は、広域圏の共同利用システムが新システムへ移行したこと、最

終処分場建設事業債の１件の起債償還が終了することなどによるものであります。 
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 その他の議案として、次の４点がありました。 

 １、福井坂井地区広域市町村圏事務組合電子計算組織の管理運営及び個人情報の

保護に関する条例の一部改正について。この改正は、電子計算組織に関する事務か

ら福井市が外れたことを受け、保護の対象となる住民をあわら市、坂井市、永平寺

町とするものであります。 

 ２、福井坂井地区広域市町村圏事務組合職員定数条例の一部改正について。この

改正は、平成２４年４月１日付の事務局の機構改革等に伴う職員減に合わせて職員

定数を４４人から２６人に見直すものであります。 

 ３、福井県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び同組合規約

の変更について。福井県市町総合事務組合の規約の変更を行うものであります。 

 ４、監査委員の選任について。これは、本組合監査委員のうち構成市町の識見を

有する監査委員の欠員を補充するため、永平寺町の監査委員小山和男氏を選任する

案が提出され議会の同意が求められたものでございます。 

 以上を審議し、原案どおり可決もしくは同意されました。 

 一般質問でありますが、福井市議会の下畑健二議員、坂井市議会の松本 朗議員

から、いずれも東日本大震災被災地の瓦れき受け入れについての質問がございまし

た。管理者は、できるだけ受け入れしたい意向ではあるが、国の責任の明確化、地

元住民への理解、本施設の稼働状況による日程の調整等、多くの課題があり、慎重

に検討するべきであるとの答弁がありました。 

 管理者東村新一福井市長の退職の件について、日程が追加され、平成２４年３月

３１日をもって管理者の職を退職することについての議会の同意が求められ同意さ

れました。副管理者坂井市長が関係市町の互選により平成２４年４月１日から管理

者に就任することになり、就任の挨拶がありました。 

 以上の通り報告を終わります。 

○議長（向山信博君） 次に、坂井地区広域連合議会について、１７番、東川継央君、

お願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １７番、東川継央君。 

○17 番（東川継央君） ４月１日より事務組合等の統合により新たに発足しました坂井

地区広域連合議会の概要について報告をさせていただきます。 

 去る４月２５日、坂井市議場において坂井地区広域連合議会臨時会が開催をされ、

正副議長の選挙に始まり、発議３件、議案６件が上程されました。 

 まず、人事関係については、議長に坂井市の伊藤聖一議員、副議長にはあわら市

の卯目ひろみ議員が選出をされました。 

 発議３件については、１件目は従来の坂井地区介護保険広域連合議会会議規則の

一部改正を行い、その内容は名称変更であります。 

 ２件目は広域連合議会の委員会規則の制定で、内容は総務環境常任委員会と介護

保険常任委員会の２常任委員会で議会運営を行うもので、定数はいずれも９であり



 

9 

ます。また、議会運営委員会は定数５であります。 

 委員会設置にあわせて正副委員長の互選も行っております。あわら市関係では、

総務環境常任委員会には、山川知一郎議員、卯目議員、東川、杉田議員の４名。介

護保険常任委員会は杉本議員、北島議員、牧田議員の３名が所属をしております。

正副委員長については、総務環境常任委員会は委員長に山川知一郎議員、副委員長

に坂井市の上出純宏議員が選出をされ、介護保険常任委員会は委員長に坂井市の東

野栄治議員、副委員長に杉本隆洋議員が選出をされました。また、議会運営委員会

は委員長に東川、副委員長に坂井市の田中哲治議員が就任をしました。 

 ３件目は傍聴規則の一部改正で、内容は名称変更であります。 

 次に、議案６件については、専決処分の承認を求めるものについて４件、条例の

一部を改正する条例の制定について１件、監査委員の選任について１件であります。 

 専決処分４件のうち１件目は、平成２３年度坂井地区介護保険広域連合一般会計

補正予算（第３号）で、４月１日より坂井地区広域連合がスタートするために組織

整備経費を専決したものであります。歳入歳出それぞれ２７４万円を追加し、総額

４,６８４万７,０００円とするものであります。電話の増設やホームページ等の修

正費用であります。 

 ２件目は、平成２３年度坂井地区介護保険広域連合介護保険特別会計補正予算（第

４号）で、介護報酬改定に伴うシステム改修事業について、その予算の補正及び繰

越明許を行う専決であります。予算は、総額９０億７,３４０万５,０００円は変更

なく、財源更正を行い、国の補助金３４７万７,０００円が確定したことに伴い、両

市の負担金を同額、減額するものであります。また、繰越明許については、システ

ム改修事業９９２万３,０００円を国の法改正が遅れたため、２４年度に繰り越すも

のであります。 

 ３件目は、平成２４年度坂井地区広域連合の一般会計補正予算で、２４年度の当

初予算は介護保険広域連合で既に当初予算ができているため、その当初予算に他の

斎苑組合、環境衛生組合や水道用水組合の予算を組み入れるものであります。２億

４,６００万７,０００円を追加し２億８,８８４万５,０００円とするものです。特

に目新しいものについては、斎苑組合関係で、霊柩車の運行について、見解の相違

により許可を取り直す必要があることから、許可を取るまでの間、業者より霊柩車

を借上げるため、その費用１６０万円が計上してあります。環境衛生組合関係では、

２０年後に移管されるということで、ＰＦＩ事業モニタリングの委託料等が計上さ

れています。そのほかは通常経費であります。 

 介護保険特別会計補正予算は、１１万３,０００円を追加し、９４億１,７９９万

１,０００円とするもので、内容は坂井市から職員１名が追加派遣されることに伴う

システムハードウェア借上料であります。また、代官山墓地特別会計予算について

は、歳入歳出それぞれ４１３万円と定めるものであります。 

 ４件目は、坂井地区共同処理事務の合理化に伴う関係条例の整備に関する条例の

一部を改正する条例ほか１３件の条例制定であります。これは統合に伴う条例の整
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備であります。 

 条例の改正関係については、代官山斎苑の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例の制定についてで、これは住民基本台帳法の一部を改正する法律等が施

行されたことに伴う条例の文言等の変更であります。 

 最後に、議会選出の監査委員の選任で、坂井市の前田嘉彦議員が選出をされてお

ります。 

 以上、慎重に審議いたしました結果、いずれも妥当と認め、一部賛成多数ですが、

ほとんど全会一致で原案通り承認及び可決いたしました。 

 以上、坂井地区広域連合議会の報告といたします。 

                                       

   ◎行政報告 

○議長（向山信博君） 市長の行政報告を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 各部の所管事項について、行政報告を申し上げます。 

 はじめに市民福祉部関係でございますが、市民生活課所管では、本年４月から運

行を開始しました乗合タクシーの運行状況について申し上げます。 

 現在、停留所の数は２６４カ所で、乗車予定日の１週間前から１時間前までの電

話予約により平日の午前８時から午後５時まで運行しております。５月末での登録

者数は１,７５０人で、１日平均５７人にご利用いただいておりますが、５月２５日

には１００人を超すなど、運行開始時に比べ順調に増加をしております。今後、さ

らに利用者を増やすため、皆様のご意見をお聞きしながら、より利用しやすいシス

テムとなるよう見直しをしたいと考えております。 

 次に経済産業部関係でございますが、観光商工課所管では、６月２日と３日に、

あわら湯けむりごっつぉまつりを開催しました。幸い両日とも天候にも恵まれたこ

ともあり、県内外から２日間で約１万１,５００人のご来場をいただき、大盛況のう

ちに幕を閉じることができました。近年注目を集めるＢ級ご当地グルメですが、Ｂ

１グランプリにおいてゴールドグランプリを受賞した岡山県のひるぜん焼きそばと

静岡県の富士宮やきそばを含む愛Ｂリーグ所属の６団体に加え、あわら市の温泉ピ

ッツァなど県内ご当地グルメ８団体を合わせた１４団体による食の競演は県内外か

ら大いに注目を集めました。なお、このイベントに合わせ、屋台村の全ての店舗が

昼間も営業を行い、多くの人で賑わいました。 

 また、６月２日には伝統芸能館で同時開催しました桂小枝独演会は、午前と午後

の２回で９６席限定でしたが、全席完売となるなど、今回のイベントは、湯のまち

広場のグランドオープンを大いにＰＲできたものと考えております。 

 農林水産課所管では、６月３日に金津創作の森において、第２回みどりと花の県

民運動大会ｉｎあわら市を県とともに開催しました。式典に続き、緑の少年団を先

頭に参加者全員でアジサイやツツジなどの苗木を植栽するなど、緑の森の中でのな
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ごやかな雰囲気の大会となりました。ＮＨＫ「趣味の園芸」でおなじみの園芸研究

家矢澤秀成氏による講演会、花の寄せ植え講座、北潟国有林での実践ツアーなども

行われ、来場された約１,０００人の方々にあわら市の自然を満喫していただきまし

た。このほか、金津ジャズ倶楽部による演奏、芦原温泉芸妓の踊りや地元特産物の

販売なども行われ、楽しいイベントとなりました。 

 最後に教育委員会関係でございますが、スポーツ課所管では、５月２０日に第９

回あわら市トリムマラソンを開催いたしました。当日は、快晴に恵まれ、ランナー

は沿道の声援を受け、新緑が美しい並木道や旧金津市街地を、思い思いのペースで、

さわやかな汗を流しながら駆け抜けていただいたものと思っております。 

 今年は、過去最多の２,２８１名の参加申込があり、過去最多の２,１７２名が完

走いたしました。また、１０キロ種目には、今年の西宮神社の開門神事、福男選び

で一番福を獲得したあわら市出身の福田裕矢氏をゲストランナーとして招待いたし

ました。レース後にはゴールするランナーを出迎え、握手や写真撮影等にも対応し

ていただき、あわら市及び参加者に福をおすそ分けしていただきました。なお、恒

例となっております芦原温泉旅館協同組合女将の会の方々がランナーに冷たいおし

ぼりを提供するサービスも大変好評でありました。今後も、スポーツと観光・文化

との連携を図り、あわら市の特性を活かしたトリムマラソンにして参りたいと考え

ております。 

 文化学習課所管の金津創作の森では、４月２１日から６月１７日までクラフトデ

ザインハートｔｏハート展を開催しております。日本クラフトデザイン協会会員及

び北陸３県の作家１００人が選りすぐりのクラフト作品を出展しています。展示品

を実際に手に取って鑑賞した上で、気に入った作品を購入できるため、来場者の方々

に大変好評を得ております。 

 また、５月１２日と１３日の両日、毎年恒例の森のアートフェスタを開催いたし

ました。アートフェスタは、新緑の森の中を散策を兼ねて店舗を回ることができる

ため人気が高く、今年は県内外から約１万５,０００人が訪れ賑わいました。 

 以上で、行政報告を終わります。 

                                       

   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（向山信博君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、１３番、牧田孝男君、

１４番、卯目ひろみ君の両名を指名します。 

                                       

   ◎会期の決定 

○議長（向山信博君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から６月２５日までの１８日間といたしたいと思います

が、これにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会の会期は本日より６月２５日までの１８日間と決定しまし

た。 

 なお、会期中の日程は、お手元に配布しました会期日程表のとおりであります。 

                                       

   ◎議案第５２号の上程・提案理由説明 

○議長（向山信博君） 日程第３、議案第５２号、専決処分の報告について（損害賠償

の額を定めることについて）を議題とします。 

○議長（向山信博君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第５２号、専決処分の報告につい

ての提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、都市公園内の樹木が倒れ車両を損傷させた事故に係る損害賠償の額を定

めたものであります。 

 この事故は、去る４月３日に吹き荒れた強風により田中温泉公園内の樹木が倒れ、

隣接地に駐車してあった車両の前部を損傷させたものであり、損害賠償の額を定め

ることについて、５月１０日付で専決処分を行ったものであります。 

 本件につきましては、地方自治法第１８０条第１項に規定する議会の委任による

専決処分でありますので、同条第２項の規定により報告するものであります。 

○議長（向山信博君） 議案第５２号、先決処分の報告について（損害賠償の額を定め

ることについて）は、これをもって終結いたします。 

                                       

   ◎議案第５３号の上程・提案理由説明・質疑・討論・採決 

○議長（向山信博君） 日程第４、議案第５３号、専決処分の承認を求めることについ

て（平成２４年度あわら市産業団地整備事業特別会計補正予算（第１号））を議題と

します。 

○議長（向山信博君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第５３号、専決処分の承認を求め

ることについての提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、平成２４年度あわら市産業団地整備事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて、２億８,５５７万７,０００円の追加補正を行い、歳入歳出予算の総額をそ

れぞれ２億９,０７３万２,０００円とするものであります。 

 補正の内容につきましては、平成２３年度の歳入不足額を補てんするための繰上

充用金２億８,５５７万７,０００円を計上するものであります。これに伴う歳入と
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いたしまして、土地売払収入２億８,５５７万７,０００円を計上いたしております。

本年５月３１日付で専決処分を行ったものであります。 

 よろしくご審議をいただき、ご承認を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（向山信博君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（向山信博君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 質疑なしと認めます。 

 ただいま議題となっています議案第５３号につきましては、会議規則第３７条第

３項の規定により、委員会付託を省略し、直ちに採決したいと存じますが、ご異議

ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 異議なしと認めます。 

○議長（向山信博君） これから、討論、採決に入ります。 

○議長（向山信博君） 議案第５３号について討論ありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 討論なしと認めます。 

○議長（向山信博君） これより議案第５３号を採決します。 

 本案は、原案のとおり承認することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（向山信博君） 起立全員です。 

 したがって、議案第５３号、専決処分の承認を求めることについて（平成２４年

度あわら市産業団地整備事業特別会計補正予算（第１号））は原案のとおり承認する

ことに決定しました。 

                                       

   ◎議案第５４号の上程・提案理由説明 

○議長（向山信博君） 日程第５、議案第５４号、平成２３年度あわら市一般会計繰越

明許費繰越計算書の報告についてを議題とします。 

○議長（向山信博君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第５４号、平成２３年度あわら市

一般会計繰越明許費繰越計算書の報告についての提案理由の説明を申し上げます。 

 本案につきましては、繰越計算書に記載されておりますとおり、総務費で福井坂

井地区広域市町村圏事務組合負担金１９２万７,０００円、民生費で私立保育所施設

整備事業１億１,６２４万６,０００円など２事業１億３,１９０万１,０００円、農

林水産業費で、県営かんがい排水事業負担金３,０４１万８,０００円など３事業４,

７２５万２,０００円、土木費で芦原温泉駅周辺整備事業１,１００万円など２事業

１,５５０万円、教育費で給食センター整備事業１億８,４７５万１,０００円など２
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事業１億９,５９８万６,０００円の計１０事業、３億９,２５６万６,０００円を平

成２４年度への繰越額として決定したものであります。 

 これらの財源といたしましては、国県支出金８,３７７万１,０００円、地方債２

億７,０９０万円及び一般財源３,７８９万５,０００円を計上いたしております。 

 以上、ご報告いたします。 

○議長（向山信博君） 議案第５４号、平成２３年度あわら市一般会計繰越明許費繰越

計算書の報告については、これをもって終結いたします。 

                                       

   ◎議案第５５号の上程・提案理由説明 

○議長（向山信博君） 日程第６、議案第５５号、平成２３年度あわら市公共下水道事

業会計予算繰越計算書の報告についてを議題とします。 

○議長（向山信博君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第５５号、平成２３年度あわら市

公共下水道事業会計予算繰越計算書の報告についての提案理由の説明を申し上げま

す。 

 本案につきましては、あわら市公共下水道事業会計の資本的支出の建設改良費に

おいて、県事業の遅延に伴い、九頭竜川流域下水道事業建設負担金５０７万６,００

０円を平成２４年度に予算繰越しするものであります。 

 この財源といたしましては、既収入特定財源５９万円、企業債４００万円、損益

勘定留保資金４８万６,０００円を計上いたしております。 

 以上、ご報告いたします。 

○議長（向山信博君） 議案第５５号、平成２３年度あわら市公共下水道事業会計予算

繰越計算書の報告については、これをもって終結いたします。 

                                       

   ◎議案第５６号の上程・提案理由説明・質疑・委員会付託 

○議長（向山信博君） 日程第７、議案第５６号、平成２４年度あわら市一般会計補正

予算（第２号）を議題とします。 

○議長（向山信博君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第５６号、平成２４年度あわら市

一般会計補正予算（第２号）について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、５,３７３万７,０００円の追加補正を行い、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ１３５億２,６２８万９,０００円とするものであります。 

 歳出の主なものからご説明いたします。 

 まず、総務費では、企画費でコミュニティ助成事業補助金２５０万円、防犯対策
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費で防犯灯設置事業補助金１４４万３,０００円などを計上いたしております。 

 民生費では、児童福祉施設費で芦原児童館活動事業補助金１０４万円を計上した

ほか、児童措置費で国の制度改正に伴い、子ども手当支給費３億９,３４５万円につ

いて、同額を児童手当支給費に変更いたしております。 

 農林水産業費では、農業振興費で企業的園芸確立事業補助金２,１５２万１,００

０円、園芸産地総合支援事業補助金１８３万９,０００円、青年就農給付金１５０万

円などを計上したほか、新農業人サポート事業補助金１４１万８,０００円を減額い

たしております。 

 商工費では、観光費でにぎわいづくり基本計画策定委託料１３０万円を計上いた

しております。 

 消防費では、常備消防費で嶺北消防組合負担金２９８万３,０００円、災害対策費

でコミュニティ助成補助金２００万円などを計上いたしております。 

 教育費では、学校管理費で金津小学校体育館屋根の防水に係る工事請負費１,１０

０万円、教育振興費で教材用備品購入費１４１万１,０００円、幼稚園費で臨時職員

賃金１０３万２,０００円を計上いたしております。 

 次に、歳入でありますが、国庫支出金では、子ども手当負担金２億９,４８７万７,

０００円を減額する一方、児童手当負担金２億７,３３１万３,０００円、児童手当

準備事業費補助金４６７万３,０００円などを計上いたしております。 

 県支出金では、子ども手当負担金４,９２８万７,０００円を減額する一方、児童

手当負担金６,００６万８,０００円、企業的園芸確立支援事業補助金１,６５５万５,

０００円、新規就農総合支援事業補助金１５０万円、園芸産地総合支援事業補助金

１４１万５,０００円、ふるさと創造プロジェクト事業補助金１５０万円などを計上

いたしております。 

 このほか、前年度繰越金３,１４３万６,０００円、諸収入では、コミュニティ助

成事業補助金４５０万円、長寿社会づくりソフト事業交付金１００万円を計上いた

しております。 

 以上、よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますようお願い申し上

げます。 

（北島 登議員 入室） 

○議長（向山信博君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（向山信博君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 質疑なしと認めます。 

 ただいま議題となっています、議案第５６号、平成２４年度あわら市一般会計補

正予算（第２号）は、お手元に配布してあります議案付託表のとおり、所管の常任

委員会に付託します。 

                                       

   ◎議案第５７号の上程・提案理由説明・質疑・委員会付託 



 

16 

○議長（向山信博君） 日程第８、議案第５７号、あわら市印鑑の登録及び証明に関す

る条例等の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

○議長（向山信博君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第５７号、あわら市印鑑の登録及

び証明に関する条例等の一部を改正する条例の制定についての提案理由の説明を申

し上げます。 

 本案は、住民基本台帳法の一部を改正する法律等が本年７月９日に施行されるこ

とに伴い、あわら市印鑑の登録及び証明に関する条例、あわら市住民基本台帳カー

ドの利用に関する条例、あわら市手数料条例の３条例について、一括して所要の改

正を行うものであります。 

 主な内容といたしましては、外国人登録の文言の削除など用語の整理や項ずれの

解消を行うほか、外国人登録原票の写し等の交付に係る手数料の規定を削除するも

のであります。 

 以上、よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（向山信博君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（向山信博君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 質疑なしと認めます。 

 ただいま議題となっています議案第５７号は、お手元に配布してあります議案付

託表のとおり、厚生経済常任委員会に付託します。 

                                       

   ◎議案第５８号の上程・提案理由説明・質疑・委員会付託 

○議長（向山信博君） 日程第９、議案第５８号、福井坂井地区広域市町村圏事務組合

規約の変更についてを議題とします。 

○議長（向山信博君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第５８号、福井坂井地区広域市町

村圏事務組合規約の変更についての提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、福井坂井地区広域市町村圏事務組合の事務所について、事務の効率化を

図るため、福井市のフェニックスプラザから本市笹岡の清掃センターへ移転するこ

とに伴い、同組合の規約について所要の変更を行うものであります。 

 よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（向山信博君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（向山信博君） 質疑はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 質疑なしと認めます。 

 ただいま議題となっています議案第５８号は、お手元に配布してあります議案付

託表のとおり、総務文教常任委員会に付託します。 

                                       

   ◎議案第５９号の上程・提案理由説明・質疑・委員会付託 

○議長（向山信博君） 日程第１０、議案第５９号、福井県後期高齢者医療広域連合規

約の変更についてを議題とします。 

○議長（向山信博君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第５９号、福井県後期高齢者医療

広域連合規約の変更についての提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、住民基本台帳法の改正等に伴い、同連合の規約について、外国人登録原

票の文言を削除するものであります。 

 よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（向山信博君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（向山信博君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 質疑なしと認めます。 

 ただいま議題となっています議案第５９号は、お手元に配布してあります議案付

託表のとおり、厚生経済常任委員会に付託します。 

                                       

   ◎議案第６０号の上程・提案理由説明・質疑・討論・採決 

○議長（向山信博君） 日程第１１、議案第６０号、あわら市監査委員の選任について

を議題とします。 

○議長（向山信博君） 本案について提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第６０号、あわら市監査委員の選

任についての提案理由の説明を申し上げます。 

 本案につきましては、現監査委員の髙橋憲治氏が、本年６月２２日で任期満了と

なるため、同氏を引き続き委員として選任することについて議会の同意を求めるも

のであります。 

○議長（向山信博君） 本案に対する質疑を許します。 

○議長（向山信博君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 質疑なしと認めます。 
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 ただいま、議題となっております議案第６０号につきましては、会議規則第３７

条第２項の規定により、委員会付託を省略し、直ちに採決いたしたいと存じますが、

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 異議なしと認めます。 

○議長（向山信博君） これから、討論、採決に入ります。 

○議長（向山信博君） 討論ありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 討論なしと認めます。 

○議長（向山信博君） これより議案第６０号を採決します。 

 本案は、原案のとおり同意することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（向山信博君） 起立全員です。 

 したがって、議案第６０号、あわら市監査委員の選任については、原案のとおり

同意することに決定しました。 

○議長（向山信博君） 暫時休憩いたします。再開は１０時４５分とします。 

（午前 10時 36 分） 

                                       

○議長（向山信博君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前 10時 45 分） 

                                       

   ◎陳情第２号の上程・委員会付託 

○議長（向山信博君） 日程第１２、陳情第２号、停止中原発の運転再開を拙速に進め

ず、早急に｢脱原発プログラム｣を策定するように求める陳情書を議題とします。 

○議長（向山信博君） ただいま議題となっています陳情第２号につきましては、総務

文教常任委員会に付託し、審査することにしたいと思いますが、ご異議ありません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 異議なしと認めます。 

 したがって、陳情第２号は、お手元に配布してあります議案付託表のとおり、総

務文教常任委員会に付託し、審査することに決定しました。 

                                       

   ◎あわら市選挙管理委員会委員の選挙 

○議長（向山信博君） 日程第１３、あわら市選挙管理委員会委員の選挙を行います。 

 あらかじめご了承願いたいと存じますが、被選挙人は４名であります。 

○議長（向山信博君） お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選の

方法により行いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 異議なしと認めます。 

 したがって、選挙の方法は指名推選とすることに決定しました。 

○議長（向山信博君） お諮りします。 

 指名方法については、議長において指名したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議長において指名することに決定しました。 

 あわら市選挙管理委員会委員には、中西喜美君、杉本 正君、小川 務君、西田 

実君、以上の方を指名します。 

○議長（向山信博君） お諮りします。 

 ただいま議長が指名しました４名の方を、あわら市選挙管理委員会委員の当選人

と定めることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名しました中西喜美君、杉本 正君、小川 務君、西田 

実君、以上の方があわら市選挙管理委員会委員に当選されました。 

                                       

   ◎あわら市選挙管理委員会委員補充員の選挙 

○議長（向山信博君） 日程第１４、あわら市選挙管理委員会委員補充員の選挙を行い

ます。 

 あらかじめご了承願いたいと存じますが、被選挙人は４名であります。 

○議長（向山信博君） お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選の

方法により行いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 異議なしと認めます。 

 したがって、選挙の方法は指名推選とすることに決定しました。 

○議長（向山信博君） お諮りします。 

 指名方法については、議長において指名したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議長において指名することに決定しました。 

 あわら市選挙管理委員会委員補充員には、次の方を指名します。第１順位、関 秀

親君、第２順位、徳丸健一君、第３順位、北嶋好勝君、第４順位、長谷川 巧君、

以上の方を指名します。 
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○議長（向山信博君） お諮りします。 

 ただいま議長が指名しました４名の方を、あわら市選挙管理委員会委員補充員の

当選人と定めることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名しました第１順位、関 秀親君、第２順位、徳丸健一

君、第３順位、北嶋好勝君、第４順位、長谷川 巧君、以上の方が順序のとおりあ

わら市選挙管理委員会委員補充員に当選されました。 

                                        

   ◎散会の宣言 

○議長（向山信博君） 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。 

 なお、６月１３日は、午前９時３０分から会議を開きます。 

 本日は、これにて散会します。 

（午前 10時 50 分） 

                                        

  地方自治法第１２３条の規定により署名する 

 

  平成２４年  月  日 

 

               議  長 

 

               署名議員 

 

               署名議員 
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   ◎開議の宣告 

○議長（向山信博君） これより、本日の会議を開きます。 

○議長（向山信博君） 本日の出席議員数は、１７名であります。 

 よって、会議の定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

○議長（向山信博君） 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

（午前９時 30分） 

                                        

   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（向山信博君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、１３番、牧田孝男君、

１４番、卯目ひろみ君の両名を指名します。 

                                        

   ◎一般質問 

○議長（向山信博君） 日程第２、これより一般質問を行います。 

◇吉田太一君 

○議長（向山信博君） 一般質問は通告順に従い、１番、吉田太一君の一般質問を許可

します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １番、吉田太一君。 

○１番（吉田太一君） 通告順に従い、１番吉田太一、一般質問をさせていただきます。 

 毎回定例議会ごとに一般質問を連続でさせていただいておりますが、今回も大き

く分けて二つの質問をさせていただきます。 

 まず最初に、あわら市防災について。これは昨年の６月議会でも質問をさせてい

ただきました。 

 まず１点目、あわら市内の自主防災組織づくりの進捗状況についてお尋ねします。 

 ２点目、各地区での防災資機材購入に対しての防災資機材等整備事業補助金制度

についてです。 

 これも昨年６月の一般質問でも総務文教常任委員会でも決算委員会でも発言させ

ていただきましたが、補助率、経費の５０％、補助額１万５,０００円から１０万円

までと現在もなっています。現在の補助金制度では、大きな区と小さな区と差があ

りません。経費の５０％を補助することに異論はありませんが、上限１０万円とな

ると、経費２０万円の１０万補助と経費４００万の１０万円では補助率が大きく変

わってきます。自主防災組織づくりを重要に考えておられる市長ですから、初期消

火や救出救助、自主避難所への避難誘導などの災害初期において極めて重要な役割

を果たす自主防衛組織づくりには、形だけの自主防災組織づくりを望んでいないは

ずです。防災資機材も重要です。 

 そこで、上限を撤廃し事業費割りで行うことが自主防災組織づくりには急務だと
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私は思いますが、市長はどのように考えておられますか。 

 ３点目、市が平成２０年度から進めてきた防災行政無線の整備も昨年度で全区で

完了いたしました。防災無線は昨年の東北大震災でも避難誘導等に有効性が高く評

価されました。市長は無線を有効に活用し、自主防災組織と二本立てにより災害に

強いまちづくりを考え整備をされていますが、どこの地区が聞こえにくいとか、ハ

ウリングをしているとか、職員はもちろん確認済みだとは思いますが、不具合な地

域はありませんでしたか。 

 また、あってはならないことですが、いざというときに聞こえない、使えないの

では、意味がありません。４月１３日、北朝鮮の人工衛星と称する長距離弾道ミサ

イル発射に備えた沖縄県内での訓練でＪアラートがうまく作動しなかった地域もあ

るとのことです。あわら市内一斉に防災無線の訓練をしてはいかがと思いますが、

どうでしょうか。 

 ４点目、市民の避難所についてですが、区が指定する避難所について、災害時に

各学校、公民館や公園、区民館などの避難所指定がありますが、各学校の耐震は既

に完了しています。県内で一番早く市長は取り組みました。公民館も耐震に取り組

んでいます。しかし区民館の耐震は行っていないと思いますが、いかがお考えかお

聞かせ下さい。 

 市民の避難所になっているにもかかわらず、耐震の診断も行っていないことに大

変不安を感じます。区民館は各区の所有物だから区が行うべきだとの考えもありま

すが、各区民も市民です。市民の安全を考える上でも耐震診断等を行政が行うべき

だと思いますが、いかがでしょうか。 

 市長のお考えをお聞かせ下さい。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 総務部長。 

○総務部長（小坂康夫君） 吉田議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、自主防災組織作りの進捗状況についてですが、市では平成２０年度から行

政区単位での自主防災組織の設立に取り組んでおり、近日中に設立予定の１区を含

め１３１区のうち７２区で設立され、組織率は５５.０％、人口比率では６６.４％

となります。なお、未設立区については、区長会を通じた依頼はもちろん、職員が

区に出向いて役員会等の場をおかりして説明させていただくなどの積極的な取り組

みを行い、一日も早くすべての区で設立されるよう推進して参りたいと考えており

ます。 

 次に、防災資機材の整備に係る補助制度ですが、この制度は平成２０年度に自主

防災組織の設立及び育成を図ることを目的に創設し、平成２２年度に一部改正を行

い、設立時の補助金限度額を２倍にするなどし、現在の体系となりました。現在の

内容は、設立時には補助率２分の１以内で補助金限度額１０万円、２回目以降は補

助率１０分の３以内で補助金限度額３万円というふうになっております。 

 先に申し上げましたとおり、既に市内の半数を超える区において自主防災組織が
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設立されており、この補助制度を活用し資機材等の整備も行っていただいておりま

す。その資機材の整備内容は、各組織の事情によりさまざまでございますが、議員

ご指摘のとおり、整備する資機材の種類によっては組織により必要な量や大きさに

違いがあり、その費用もそれらに応じて増減するものと思います。 

 しかしながら、半数以上の区が、既にこの制度を活用している現状を考えますと、

今この段階で再度、制度を変えることは、これから組織を設立し資機材の整備を行

おうとする区との間で不公平が生じ混乱を招くことも懸念されます。このことから、

自主防災組織が市内ほぼ全域で設立され、すべての組織が一度はこの制度を利用し

た後の段階で見直しを検討したいと考えております。 

 次に、防災行政無線の確認テストについてですが、防災行政無線は平成２１年度

から整備を始め、平成２３年７月から市内全域の９２カ所で運用を開始しておりま

す。当然、整備をした際には、音の届く範囲を現地調査しておりますが、一部地域

からは、聞こえにくいとの声があることは承知いたしております。そうした地域に

つきましては現地での再調査も検討をしております。 

 また、市では、災害に係る情報をいち早く確実に市民に届けるため、ほかの伝達

手段のとして、防災メールの配信、ケーブルテレビによるテロップ放送、市ホーム

ページでの情報掲載等も同時に行っておりますので、ご理解をお願いをいたします。 

 次に、防災行政無線の訓練についてですが、議員ご指摘のとおり、先の北朝鮮の

ミサイル発射予告に対応した事前訓練において、沖縄県内の市町村でＪアラートが

起動せず、防災行政無線が鳴らなかった事例が報告されています。 

 Ｊアラートは国からの指令信号により自動的に起動するもので、これまで国によ

る各自治体の起動テストの機会もあったわけですが、その放送内容が、震度５弱以

上の大きな地震の発生といった内容のもので、テストと知らずに聞いた住民にパニ

ックを引き起こす恐れがあることから、こうしたテストには参加しておりませんで

した。 

 全国の多くの自治体も同じような対応をしていたわけですけども、今回の沖縄県

の事例を受け、市といたしましては、こうした懸念があっても実施すべきものと判

断をしました。このため、今月２８日に気象庁が全国一斉に実施するＪアラートを

通じた緊急地震速報の情報伝達訓練に参加し、市民の皆様に十分周知を行った上で、

市内全域で試験を実施したいと考えております。また、９月１２日にも消防庁が実

施する同様の試験に参加したいというふうに考えております。 

 次に、区民館等の耐震診断についてですが、避難所には、市が指定する拠点避難

所と自主防災組織ごとに指定する自主避難所があります。自主避難所は、そのほと

んどが各区の区民館や集落センターなどとなっております。議員ご指摘のとおり、

市が指定する拠点避難所については、耐震診断を実施し、それに基づく耐震改修を

行ってはおりますが、区の所有する区民館等については行われていないのが現状で

あります。 

 本来、区民館等は各区の所有する財産であり、その維持管理については各区で行
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っていただくことが原則ではありますが、災害時に市民が最初に避難する場所であ

ることを考慮しますと、行政として何らかの支援ができないか、今後検討して参り

たいと考えておりますので、ご理解をよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １番、吉田太一君。 

○１番（吉田太一君） 自主防災組織率が５５％、昨年度と比べると、確かに数字を見

ても増えてきていると思います。 

 それでは、自主防災組織設立後の動きについてお尋ねします。 

 設立後、訓練を行っている組織は全体の何パーセントでしょうか。組織したはい

いが、区で訓練をしていないと、あってはならないことですが、いざというときに

動けないと思います。実際、訓練をしていても、とっさのときには動けないと思い

ますが、毎年、区を挙げて訓練すべきだと思いますので、お伺いをいたします。 

 それと、防災資機材等整備事業補助金制度について、市長は市内ほぼ全域で設立

され、すべての組織が、この制度を利用した後、見直しを検討したいと言われまし

たが、ほぼ全域とは１３１区の何区ぐらいと考えられておりますか。また、何年か

けてと考えられておられますか、お伺いをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 総務部長、小坂康夫君。 

○総務部長（小坂康夫君） お答えいたします。 

 １点目の訓練を行っている組織ですけども、昨年度末で確か１１から１２組織と

いうふうに記憶しておりますんで、全体の２０％程度が自主訓練を行っていると。

これらにつきましても、議員ご指摘のとおり自主防災組織設立だけが最終目標では

ございませんので、今後、自主防災組織に働きかけながら自主訓練を行っていくよ

う、こちらも指導、要請をしていきたいというふうに考えております。 

 それと、ほぼ全域は、どれぐらいの区だというふうに考えているのかということ

ですけども、今、広報あわらにも載せてありますけども、総務部の重点目標の中に、

その組織を本年度は１５組織目標に頑張るというふうに明記をしてございます。残

りの６０区ぐらいですと、毎年１５区ずつですと４年ということになりますけども、

ここ３年ほどは１７組織ぐらいずつ設立しておりますので、早ければ３年、遅くと

も４年以内にはというふうに考えておりますので、よろしくお願いをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １番、吉田太一君。 

○１番（吉田太一君） 是非とも訓練の必要性を市として指導していただきたいと思い

ます。 

 また、防災無線につきましては、あわら市は全域に設置されました。隣の坂井市

は、坂井町、丸岡町、春江町は部分的で、全町は三国町だけだと認識しております。

これを見ても、市長が市民の安全を一番に考えていることがわかります。しかし、
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防災無線が聞きにくいところがあるのでは、余りよろしくないと思います。早急に

改善を求めます。また、市が指定する拠点避難所については、区の所有する区民館

等の耐震診断等の行政の支援を検討していただくことを強く要望をいたします。 

 続きまして２問目の質問に入ります。 

 通学路の安全についてお伺いをいたします。 

 まず１点目、小中学校の通学路の安全性は確保できているのか。 

 今年に入り、全国で児童の登下校の悲惨な事故が相次いで起こりました。集団登

校しているところへ車が飛び込んでくる、こういった事故が多いのです。事故の報

道で見ていると、確かに危険な通学路が多い。事故が起きる前になぜ見直しができ

なかったのか。私は常々言っていることですが、事故が起こってからでは遅いので

す。事故が起こってからだれが責任をとれるのか。当然、運転者がとるべきですが、

事故を起こさせないように工夫することもできるでしょう。 

 そこで行政として、できることもあると思います。当然、警察との協力も必要で

すが、警察に働きかけることも、自治体としてできるはずです。現在、登校時間帯

だけ一方通行の規制をしている箇所もありますが、知らずに進入してくる車もあり

ます。市民への周知、規制を関係機関、警察はもちろん交通指導員、見守り隊など

に協力を求め、徹底的にやるべきだと思いますが、いかがでしょうか。 

 子供のことを一番に考えてほしい。児童、弱者を守るのは大人の責任、行政の責

任ではないでしょうか。子供は国の宝、地域の宝です。 

 ２点目、見守り隊の活動内容と隊員の人数及び隊員の研修は行っているのか。 

 これも以前にも質問をさせていただきましたが、見守り隊の研修は行っているの

でしょうか。先ほども言いましたが、登下校の子供たちの事故で保護者が巻き込ま

れて亡くなっています。したがって、見守り隊の方も事故に巻き込まれ怪我をする

ことも考えられます。そのときの保険はどのようになっているのでしょうか。また、

児童及び見守り隊の交通ルールの講習会、マナーの講習会などは行っているのでし

ょうか。交通ルールの勉強、マナーの勉強も大変重要だと思います。 

 ３点目、ゾーン３０の取り組みについて。 

 ゾーン３０というのは、学校を中心として道路規制をするという取り組みです。

制限速度を３０㎞に設定し歩道を広げる取り組みです。要するに車がスピードを出

しにくくするための規制をかける取り組みです。これは、自治体だけではできませ

んが、警察と協力し学校を中心にゾーン３０を取り入れて、子供たちの安全を確保

していくことが大事だと思います。全国的に取り組み始めています。２５年度から

は、お隣の石川県もゾーン３０を取り入れていくと発表されました。福井県も是非

取り入れていくべきだと思いますし、あわら市が先頭に立って訴えていくべきだと

思います。先月、あわら警察署に出向き、副署長、交通課長とも話しましたが、ゾ

ーン３０のことは知っており、地域の状況を考えながら今後検討していくと返答を

いただきました。是非、あわら市も子供たちのために取り組んでほしいと思います。

お考えをお伺いします。 
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（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 教育長、寺井靖高君。 

○教育長（寺井靖高君） お答えいたします。 

 ４月２３日、京都府において、同２７日には千葉県と愛知県におきましても、登

校中の児童等の列に車が突っ込み、死傷者が出る痛ましい事故が発生いたしました。

このことは、登下校の安全確保という観点から見て、余りにも悲惨で痛ましい事件

であり、誠に残念でなりません。 

 さて、市内の各小中学校とも、通学路につきましては比較的安全で最短距離に近

い道路を選んでおりますが、すべてにわたり安全とは言い切れません。このことか

ら、ＰＴＡ、学校、警察等で危険箇所を把握し、この結果に基づき危険な状況に合

わせて関係機関への安全確保や改善の要望を実施しております。しかしながら、歩

道の確保や道路幅員等、物理的に困難な場所もありますので、警察など関係機関と

連携をとり、危険度の高いところから要望して参りたいと考えております。 

 次に、見守り隊についてのご質問にお答えいたします。 

 見守り隊は、各学校ごとに設けられており、主にＰＴＡ、学校関係者、区長、子

ども１１０番の家、老人クラブ及び地域のお年寄りの方々で構成されています。平

成２３年度の登録者数は小学校で１,１９８人、中学校で２４４人となっております。

その活動内容については、子供の登下校時の見守りや、付き添い等のほか、年度当

初の活動促進会議や、警察を招いての研修会への参加等の活動を行っております。

また、児童、生徒、保護者、教師等を含めた交通教室や不審者対応講習会も各学校

ごとに開催しております。なお、保険につきましては、全国市長会の市民総合賠償

保険に加入しております。 

 最後に、ゾーン３０についてですが、福井県においても平成２３年から生活道路

におけるゾーン対策の更なる推進を図ることとし、各警察署において計画的なゾー

ン整備に努めているところであります。あわら市におきましても、あわら警察署と

連携し、地域の状況を考え地域住民の同意を得ながら取り組んでいきたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １番、吉田太一君。 

○１番（吉田太一君） 見守り隊の方々はボランティアの方なんで、余り厳しいことを

言うと集まらない危険性もありますが、ここはきちっとやるべきだと思いますので、

再度お伺いいたします。 

 見守り隊の研修、交通教室ですね、参加者は何人ぐらいでしょうか。それと、交

通教室、小学生は全学年やっているんでしょうか。中学校もやっているんでしょう

か。年何回されているのかも再度、お伺いをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 教育部長、高橋瑞峰君。 
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○教育部長（高橋瑞峰君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 

 見守り隊の研修や講習会につきましては、警察署員を招きまして管区の情勢や、

それから見守り隊としての注意すべきことなどにつきまして、年１、２回程度実施

をいたしております。講習の参加者でございますが、７９９人の方に参加をいただ

いております。 

 以上でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １番、吉田太一君。 

○１番（吉田太一君） ほかに２人の先輩議員が同じ質問をされますので、私の質問は

ここでとどめておきますが、先ほども言いましたが、子供は国の宝、地域の宝です。

市長は子供たちの安全を一番に考え、あわら市内全小中学校の耐震補強を県内トッ

プを切って行われました。これは高く評価するものであります。 

 子供の安全確保に更なる努力を要望して、私の一般質問を終わらせていただきま

す。 

                                        

◇森 之嗣君 

○議長（向山信博君） 続きまして、通告順に従い、２番、森 之嗣君の一般質問を許

可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ２番、森 之嗣君。 

○２番（森 之嗣君） ２番、森、真政会、通告順に従い一般質問させていただきます。 

 今回は北陸新幹線の敦賀延伸と金沢開業を見据えたまちづくりについて質問させ

ていただきます。 

 北陸新幹線の敦賀までの延伸が近日中にも認可される見込みとなっており、福井

県内でも建設に向けた取り組みがいよいよ本格化して参りました。昭和４７年の北

陸新幹線基本計画、昭和４８年の整備計画の決定によって差し込んだ一筋の光明が

実に４０年という長い年月の間、幾度も消え入りそうになりながら、ようやく、こ

のあわら市、そして福井県を明るく照らし出すまでに至りました。これまで実現に

向けて知恵を絞り、汗を流してこられた先輩諸氏のご苦労とご努力を思うと頭の下

がる思いでいっぱいでございます。 

 正式な開業は１４年後の平成３７年とも言われていますが、整備計画の決定から

半世紀余りもの時を隔てて加越台地に、そして坂井平野に新幹線がようやく、その

雄姿をあらわすこととなります。４０年前、新幹線整備計画の決定に喜び、芦原温

泉駅停車の実現にわいた当時の人々は、まさか実現まで半世紀もかかるとは夢にも

思っていなかったに違いありません。正式着工が間近に迫った今、先人たちの熱い

思いを考えると、これからその期待を現実へと結びつけていく私たちの責任は極め

て重大であると言えます。 

 そこで市長にお尋ねをいたします。 
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 北陸新幹線の敦賀延伸と、これに先行する平成２６年度の金沢開業を前に、あわ

ら市では、これまで駅東口や西口の駐車場、西口アクセス道路などの周辺整備など

を行ってきました。また、本年度当初予算では、これら関連事業に加え、にぎわい

交流広場の整備にかかわる工事請負費３,３３５万を計上し、福井県の北の玄関口と

して、機能面ばかりでなく、にぎわいの面でも充実を図ろうとしています。 

 ただ、これらの事業はいずれもハード部分に特化した事業ばかりです。道路をつ

くり、駐車場をつくり、広場をつくって、ああ、きれいになった、便利になった、

市民の皆さんに、そう思っていただくことも、もちろん重要です。しかしながら、

それだけでは、まちを活性化する、にぎわいをつくると言えるはずはありません。

道路や駐車場、広場を整備して、はい、おしまいでは、それこそ仏つくって魂入れ

ずを地でいくことになりかねません。 

 そうした事態に陥らないためにも、敦賀までの延伸決定を目前にした今、早急に

地域資源を活用したソフトづくりに取り組む必要があります。 

 また、新幹線というと、どうしても観光客などの交流人口の増加と経済効果にば

かり目がいきがちです。ですが、それにも増して真に恩恵にあずかるべきは、毎日

ここで暮らしている人たちであり、あわら市民であるはずです。 

 私は、以前の一般質問において、芦原温泉駅前の核となり、かつ市民が集える商

業施設などの立地の必要性を申し上げてきました。そして新幹線の実現間近な今こ

そ、こうした施設の充実が必要であると思うのです。 

 先日の福井新聞で、大野市が２期目の中心市街地活性化基本計画の策定に取り組

む旨の記事を目にいたしました。県内では、ほかにも福井市や越前市、敦賀市など

で、この計画を策定し、国の支援を活用しながら市街地の活性化に取り組んでいる

と聞いています。この中心市街地活性化基本計画の策定と事業の実施を芦原温泉駅

周辺において検討するのも一案ではないかと思います。つまり、活用できるものは、

できるだけ活用すべきではないでしょうか。また、北陸新幹線の金沢開業を見据え

た沿線自治体の取り組みに対しては、福井県からもさまざまな支援が受けられると

聞いております。 

 このような支援を視野に入れながら、これから極めて限られた時間内でハード、

ソフト両面において、どのようににぎわいづくりを進めていくのか、その方針と将

来の展望について、お答えください。 

 さて、新幹線が交流人口の増加の起爆剤なら、これに伴いＪＲから経営分離され

る並行在来線は地元の活力を維持するための重要な原動力であると思います。北陸

新幹線の正式認可には、あわら市をはじめ沿線自治体の経営分離に対する同意が要

件となっており、市長は極めて早い段階で、これに同意する意向を示され、先般実

際に同意書を提出されました。ただ、市として、これを受け入れた以上は、責任を

もって並行在来線の維持運営に当たる必要があります。 

 先行する石川県や富山県では、沿線以外の自治体を含むすべての自治体に出資を

求めて第３セクターを設立し、線路部分などの資産とともに上下一体方式で運営す
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るとのことで、これに対応するため、石川県では２０億円、富山県では五十数億円

の第３セクター資本金に加え、それぞれ８０億円余りの経営安定化基金を設置する

と聞いております。 

 確かに上下一体方式は試算も運営も第３セクターが一元的に管理するため、一見

効率的なように思えます。ただ、先行２件の例を見ればわかるように多額の資金が

必要です。また、線路や駅舎などの資産の取得にもＪＲから応分の費用を求められ

ることになります。このため、資産を取得する必要はあるにしても、運営について

はノウハウのあるＪＲに委託する、いわゆる変則的な上下分離方式などを検討して

もよいのではないでしょうか。 

 並行在来線については、これから県内すべての自治体で考えるべき問題であると

は思いますが、その運営方法に関し、現時点における市長の考えをお聞かせくださ

い。 

 以上、１回目の質問を終わります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 森議員のご質問にお答えいたします。 

 北陸新幹線を見据えたまちづくりは、あわら市の重要な政策であります。このた

め、これまで、社会資本整備総合交付金を活用しながら、平成１９年度の東口駐車

場の整備を皮切りに、西口アクセス道路や西口駐車場など、福井県の北の玄関口に

ふさわしい整備を重点的に進めて参りました。さらに、今年度は西口アクセス道路

の延伸に加え、にぎわい交流広場の整備に着手することとしております。 

 ただ、これまではハード整備を中心に事業を進めて参りましたが、金沢開業が平

成２６年度末に迫り敦賀までの着工認可が目前となった現在では、ご指摘いただい

たように、芦原温泉駅周辺や、このあわら市を魅力的なフィールドとするためのソ

フトの充実が重要となって参ります。 

 幸いにも、あわら市、特に金津地区には、歴史的、文化的な資源が多数存在し、

県内外から高い評価をいただいております。まずは、これらの資源を活用したにぎ

わいづくり計画を策定し、ソフト及びハードの各事業に反映させたいと考えており

ます。 

 この事業の実施に当たっては、今年度からスタートした福井県のふるさと創造プ

ロジェクト補助金を活用する予定です。このふるさと創造プロジェクトは、あわら

温泉のにぎわいづくりをテーマに実施していた市町振興プロジェクトの後継事業と

なるもので、事業費は最大でハードが１億４,０００万円、ソフトが３,０００万円

となっております。今年度は、まず、芦原温泉駅周辺を対象地域として地元住民に

よる計画策定委員会を立ち上げ、この事業で行うハード事業、さらには整備後に展

開するソフト事業について検討していただき、にぎわいづくり計画としてまとめる

予定であります。 

 事業のイメージとしては、にぎわい交流広場を拠点に、この広場と旧金津ショッ
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ピングセンターを改修して整備する仮称生涯学習館を有機的に連携させ、これらを

結ぶ表通りや裏通りに、金津の歴史や文化を効果的に見せる仕掛けを配しながら、

市民や来訪者に散策の意欲をわかせ、滞留を促進させるような仕組みづくりを行い

たいと考えております。 

 この事業の成否は、ハード整備後のソフト事業のあり方にかかっています。それ

には、市民の皆さんが積極的かつ継続的にまちづくりに関わっていただくための意

識づけや体制づくりが重要なポイントとなることから、このことを十分に踏まえた

上でにぎわいづくり計画策定委員会を運営して参りたいと考えております。 

 この計画策定に要する費用として、本定例会に１５０万円の一般会計補正予算を

計上したところですが、お認めいただければ、早速委員の選任あるいは公募に取り

かかり、７月中にも委員会を立ち上げたいと考えております。 

 一方、中心市街地活性化基本計画の策定と事業活用についてご提案をいただきま

したが、あわら市では芦原温泉駅周辺整備を進めるに当たり、この中心市街地活性

化基本計画をはじめ国の各種支援策を検討し、最終的に現在の社会資本整備総合交

付金を選択した経緯がございますので、このまま同交付金を活用して事業を進めて

参りたいと思いますのでご理解くださるようお願いいたします。 

 なお、これらの交付金以外に、福井県では、北陸新幹線の金沢開業をにらんで、

今年度、観光まちなみ魅力アップ事業や新にぎわい商業ゾーン形成事業といった補

助事業を創設いたしました。今後は福井県と連携を密にしながら、こうした補助事

業の活用と展開にも取り組んで参りたいと考えております。 

 次に、並行在来線について申し上げます。 

 ご案内のように、北陸新幹線敦賀延伸の認可には、並行在来線がＪＲから経営分

離されることについて、沿線自治体の同意を得ることが条件とされていました。こ

の件につきましては、去る５月１１日付で国土交通省の鉄道局長から本市に対して

意向照会があり、１６日付でその同意書を提出したところであります。 

 ご指摘のように、並行在来線は、地域の活力を維持するための原動力であり、あ

わら市に欠かすことのできない重要な社会基盤となるものです。このため、並行在

来線の運営については、ＪＲからの経営分離後も、沿線自治体として責任を持って

これに当たる必要があることから、議会とも十分に相談した上で同意書を提出した

ことは、ご案内のとおりであります。 

 しかしながら、並行在来線の運営については、石川県や富山県はもとより、先行

する東北、九州などの例を見ても、これに当たる第３セクターは概して厳しい経営

を強いられているようです。こうしたことを踏まえた上で、福井県では、近日中に

も沿線市町や関係機関を交えた並行在来線対策協議会を設置し、第３セクターの経

営形態や列車の運行形態、負担と支援などの具体的対応を協議するとしております。 

 最後に、第３セクターの運営方法に対する私の考え方ですが、上下一体方式か上

下分離方式かといった問題も含め、詳細については、この協議会で検討されるべき

ものと考えますので、現時点における回答は差し控えさせていただきます。 
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 ただ、認可が遅れたことによる数少ない利点の一つに、これから運行される石川

県や富山県の例も含め、多くの並行在来線の先行例を検討できるということがあり

ます。協議会では、こうした先行例の経営分析などが綿密に行われ、よりよい福井

県方式が生み出されることを期待しております。 

 なお、並行在来線の経営分離に際しては、沿線自治体の負担が過大とならないよ

う配慮するという福井県の方針が示されております。並行在来線対策協議会では、

経営形態や運行形態とともに、各市町の負担額も検討されると聞いておりますが、

こうした協議の場においても本市の負担が過大にならないよう働きかけて参りたい

と考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ２番、森 之嗣君。 

○２番（森 之嗣君） 再質問させていただきます。 

 まず、並行在来線に関しましては、ただいま市長がお答えいただいたとおり、あ

わら市の負担が過大にならないような形態、そして利用者が本当に利用しやすい形

態の確立に最大限の努力をしていただきたいと思います。 

 また、最初のまちづくりに関する答弁では、市当局が北陸新幹線開業を見据えた

まちづくりについて、いろいろな角度から検討されていることは、ある程度、理解

させていただきます。今後の事業実施に当たっては、より一層の緊張感とスピード

感を持って進めていただきたいと思います。 

 さて、ソフト面でのにぎわいづくりには、市民の力が不可欠であるということで、

答弁のとおりだと思います。今回の基本計画づくりは、市が先行し、あるいは公募

により選んだ地元住民の委員会が当たるとのことですが、市ではどのような階層の

市民の参加を想定しているのでしょうか。 

 といいますのは、ソフト事業を企画し継続していくためには、どうしても若い人

たちのアイデアや実行力が必要だと思うからです。このため、こうした委員会にも

若い人たちをどんどん取り込んでいくべきではないでしょうか。現在検討中の委員

会構成について、お答えください。 

 また、ＪＲ芦原温泉駅を福井県の北の玄関口、すなわち、あわら市、坂井市エリ

アの拠点駅としてとらえる場合は、設置する委員会以外にも、もう少し視野を広げ

た意見集約が必要になるのではないかと思います。こうした意見集約を、これから

どのようにして行っていくのか、お答えください。 

 以上２点、お答えお願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 今後のまちづくりのための委員会の構成のお尋ねだったと思い

ますが、特に今後、進めていこうと考えておりますいろんな事業につきましては、

県の事業の条件というのがございます。その中に今、議員ご指摘のように若い世代

の意見を集約するというのが一つ入っております。現在、この委員会については、
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たしか２０名程度の委員を今、考えていたと思いますが、各種団体代表以外にも公

募による委員もございます。特にその条件といたしましては、非常に今回は際立っ

た特徴であろうかと思いますけども、委員に占める４０歳未満の方々の割合が４

０％以上というのが入っております。まさに、これは若い世代の感覚、あるいはも

のの考え方をまちづくりに生かすべきという発想からのものだと思っておりますの

で、当然、その条件に合致するような委員構成にして参りたいというふうに思って

おります。 

 あと、並行在来線に関するいろいろな運営のあり方について、より広い意見を求

めるべきではないかというご指摘だったかと思いますが、これも運営協議会が今後

ございますので、これはかなり幅広い地域、団体が入ってくるのではないのかなと

いうふうに思います。どうしても脚光を浴びるといいますか注目されますのは、新

幹線の駅の設置予定の地域、自治体だと思いますが、しかし、これは沿線すべてに

かかわって参りますし、考えようによっては沿線以外の福井県全体の自治体にとっ

ての関心事でもあるわけであります。それも、この後できます協議会の中では、ど

ういうメンバーが入ってくるか、まだわかりませんけども、相当広い意見集約が行

われることは、これは間違いないんではないかなというふうに思っております。あ

わら市といたしましても、その協議会の運営に沿って議論を進めていきたいなとい

うふうに思っております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ２番、森 之嗣君。 

○２番（森 之嗣君） ただいまの市長の答弁からしますと、今回の委員会は若い力を

存分に取り入れた組織にするということなので、その運営について大いに期待をし

たいと思います。 

 と同時に、会議の中身がくれぐれも市が作成した原案の説明、そしてそれを了承

するといった形でけでは終わらないように、また出された意見、アイデアに関して

は、できるだけ間口を広げて対応していただき、委員会で十分議論しながら、より

よい計画づくりとソフトの運営につなげていただく要望をしておきたいと思います。 

 基本計画の決定から半世紀を経て実現する北陸新幹線です。地元住民をはじめ市

民の近隣に暮らす人々が実現して本当によかったと思えるような新幹線となり、芦

原温泉駅となるよう、市当局には全力で、これに当たっていただくように重ねて要

望いたしまして、私の質問を終わらせていただきます。 

                                        

◇八木秀雄君 

○議長（向山信博君） 続きまして、通告順に従い、６番、八木秀雄君の一般質問を許

可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ６番、八木秀雄君。 

○６番（八木秀雄君） 通告順に従い、真政会、八木秀雄が一般質問を行います。 
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 児童・生徒の安全確保について、お伺いをいたします。 

 きょうの新聞を見ますと、本荘小学校の校下の小学校の４年生の子が学校から帰

った後に、恐らく友達のところに遊びに行くときに福井加賀線、そこで横断をする

ときに車と接触しまして頭を打って重傷であるという新聞がありました。本当に、

先ほど教育長も言いましたように、安全教室は行っているということなんですけど、

やはり子供のことですから、本当にちょっとした魔が差したんですかね、不注意で、

このような事故になっています。 

 そこで、きょうは、この登校時における児童・生徒の安全確保について一般質問

をさせていただきます。 

 去る４月の２３日に京都府亀岡市で児童と登校につき添っていた保護者の列に車

が突っ込み、死傷者が出る痛ましい事故起きました、また４月の２７日には千葉県、

愛知県でも登校中に同じく痛ましい事故が続けて発生をしました。 

 警察庁のデータによりますと平成２３年１月から１２月までに全国で通学路、通

学下校時に小学生の交通事故は２,６５５名の人がけがをし、そのうち１１名の方が

死亡しております。中学生は、けがが４,１９１名で、うち５名の方が死亡をしてお

ります。高校生は１万３,４６２名の方がけがをし、うち７名の方が死亡をしており

ます。 

 死亡事故で命を落とされた方、けがをされた方、この人数には非常に驚きました

このような事故は今後、連鎖的に起きる可能性は十二分に起こると思います。通学

路の安全も含め、学校の安全を確保することは、安心して児童・生徒が学習する上

で当然のことであり、登校中の今回のような事故はあってはならないものです。 

 ４月２７日には閣議決定された学校安全の推進に関する計画を踏まえ、関係大臣

と協力、連携し、学校の通学路の安全確保に全力を尽くすよう、各都道府県知事及

び市町村長、教育委員会、警察本部におかれても、各現場から意見、要望に対し協

議し、通学路の安全確保に努めていただくようお願いしますとの文部科学大臣緊急

メッセージも出ております。 

 当あわら市においても、登校時における児童・生徒の安全確保、通学路の緊急点

検は一刻も早く緊急に行うべきと思います。 

 それでは質問に入らせていただきます。 

 １点目は、学校は児童・生徒への安全教室を計画的に実施するとともに、日ごろ

から保護者、地域住民、警察との連携を密にし登下校時の巡回活動や見守りについ

て。 

 この質問内容を、もう少し詳しく言いますと、児童・生徒の安全教室は各学校、

周りの環境、児童数も違うと思います。また学年別の指導方法もあると思いますの

で、特色ある学校の教室内容を伺いたいです。 

 次に、保護者、地域住民、警察の方は日ごろからどのようにかかわっていますか。

また、どのように協力していただいていますか。特色のある登下校時のサポート活

動を伺いたいと思います。 
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 次に、安全教室の中で自転車、バス等で通学されている児童・生徒への指導方法

はどのように行っていますか。また風の強い時、大雨、冬季の雪への対策、対応は

いかがですか。特色ある指導している学校はありますか。 

 ２点目、学校は毎年、学期始めに通学路の安全点検を実施し、危険個所が発見さ

れた場合の対応について。 

 中身は、中学校２校、小学校１０校がありますが、具体的にどのように安全点検

をしていますか。また迅速に連携とり対応していると思いますが、対応の手順と昨

年の対応実績を伺いたいです。 

 ３点目、通学路の危険箇所がある場合、その数と具体的な箇所について、三つの

点の質問をしたいと思います。 

 お願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 教育長、寺井靖高君。 

○教育長（寺井靖高君） 八木議員のご質問にお答えいたします。 

 まず１点目のご質問でございますが、子供の安全対策は、まず、みずからの命は

みずから守る、また、みずからが意識をもって行動するなど、意識を高めることに

あります。 

 この意識づけをするため、あわら市内すべての小中学校においては、毎年４月か

ら６月にかけ交通安全教室を年間計画に位置づけて実施しております。 

 特色と言えるような教室の内容は特にございませんが、小学校では、学年に応じ

て、歩き方教室や自転車の乗り方など実施内容を変えたり、保護者や地域のボラン

ティアにも参加していただいたりと、内容の充実を図っているところでございます。

また、中学校においては、バス通学生を対象とした乗り方、マナーの指導、強風や

大雨、積雪等に対する自転車通学への注意指導等をその都度行っております。 

 なお、保護者、地域住民、警察署との関わりについてでございますが、地域ぐる

みで子供たちの見守り活動を行う見守り隊の強化や、学校生活支援ボランティアに

よる安全指導の充実により、児童・生徒の安全確保や安心な登下校に努めていると

ころであります。 

 ２点目のご質問でございますが、通学路の安全点検につきましては、まず、小学

校では、児童・生徒の下校の際に職員が随行をしており、その際に、あわせて危険

箇所の発見に努めております。また、中学校では各地区委員会で通学路を点検して

危険箇所の発見に努めております。 

 市といたしましても昨年度は金津小学校及び芦原中学校の通学路にＬＥＤ防犯灯

５基を設置し、児童・生徒の薄暮時の安全を図ってきたところであります。本年度

も市内小学校４校の通学路に１０基設置する予定であります。 

 次に３点目のご質問でありますが、通学路の危険箇所を過日、学校を通じて調査

いたしました結果、全体では６１カ所の危険箇所を把握いたしました。 

 その内訳は、小学校で５２カ所、中学校で９カ所であります。特に多かったのは
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芦原小学校の２２カ所でございました。主な内容といたしましては、車道と歩道の

区別がない、歩道の幅員が児童・生徒の通行に十分でない、見通しが悪い、交通量

が多い等でありました。 

 これらの対応といたしましては、通学路の変更、児童・生徒、保護者への注意喚

起、保護者や地域住民による見守りや付き添いの強化、関係機関への道路環境等の

改善要望をしております。 

 さらに昨日１２日には県下一斉の安心通学路スクラム作戦日として、児童・生徒

の登下校時間に合わせて警察、市交通指導員、教職員、市職員、ＰＴＡ、見守り隊

等により、運転者に向けた通学路における危険箇所での意識づけ及び子供に対する

危険箇所での実地指導を実施したところであります。 

 市といたしましては、今後とも登下校時、あるいは帰宅後など、さまざまな場面

を想定しながら、学校、警察、道路管理者等の関係機関と協働して通学路の安全点

検や児童・生徒の安全確保の徹底を図って参りたいと考えておりますので、ご理解

くださるようお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ６番、八木秀雄君。 

○６番（八木秀雄君） 今、１点目、２点目、３点目と教育長の方から答弁をいただい

たんですけど、もう少し詳しく具体的に私は答弁していただきたいということを言

ったんですけど、少し内容が私には十分まだ理解しておりませんので、私なりに調

べた結果ですけど、特色ある教室、通学路の特色ある安全教室ということで幾つか

私なりに聞き取り調査した結果、例えば細呂木小学校は５月に警察、見守り隊の方

と意見交換を行うと。 

 それから、伊井小学校では、雨のときも必ず保護者がついて通学路を一緒に歩く

と。親が車で乗せていくんじゃなくて、集団登校の意味をしっかり理解して行って

るということでございます。 

 また波松小学校を聞きましたら、ＰＴＡの方が細い路地のところに足跡マークを

つけていると。そういうことで、子供たちに意識を高めるということでございます。 

 また、北潟小学校では、もう随分前からですけど、ＰＴＡが伝統的に安全坊やを

３０個作成しまして、危険各所に置いとくと。そして、その安全坊やが破損したり

ペンキがはげましたら、またＰＴＡの方が塗りかえると、そういうことを安全教室

の中で行っているということでございます。 

 また、吉崎小学校では、見守り隊の方に感謝の意としまして、サツマイモでお礼

会を行うとか、また、新郷小学校は連絡帳で情報交換をすると。また、田んぼ道が

非常に多いということで、風が強いときは子供同士で手をつないで登校すると。ま

た、卒業式には見回り隊に感謝式を行うということです。 

 最後に、芦原小学校ですけど、ＰＴＡ生活委員会で毎年１１回、地区懇談会で交

通安全の取り組みを行っているということをお聞きしました。 

 そして今、教育長が言いました２番目、３番目のこともですけど、やはりもう少
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し具体的に詳しい、ここは答弁をいただきたいと思いました。これも市内の学校の

通学路の危険箇所を聞き取り調査しました。 

 例えば、芦原小学校、芦鶴区２班４班の児童が市道舟津２号線と国道３０５号線

の横断歩道のない交差点を横断する。ここは本当に非常に危険でございます。 

 次に、西温泉区１班２班の児童が市道布目温泉線を通りますが、安全柵内に北電

の電柱が何カ所かあり、雨の日は傘を差しますので、どうしても車道に飛び出して

歩行しなければならないということの聞き取り調査をしました。また、近くの旅館

に通学路に車が通って危険であるということと、通学路に垣根が出ていまして、そ

れも歩道を歩くのに非常に困難であるということでございます。 

 また芦原小学校の３番目の田中々区の児童は、県道福井加賀線を芦原小学校へ一

直線に通学します。田中々区を出て約８０ｍは、特に歩道の幅が７０センチと狭く

過去に車の風圧、西風の強い気象時に１.２ｍの田んぼに落ちたという話を聞きまし

た。これも三国土木の方に協力を得まして減速マークを表示しましたが、あまり効

果がないということでございます。 

 次に、本荘小学校校区内では、玉木下番区の児童は、県道三国金津線の信号機の

ある下番蔵間交差点を通り抜けをしなければならない。しかし、一部歩道がないた

めに、近くの民家の協力を得て庭を通り県道に渡る。本当に市民のありがたいご協

力のことだと思います。しかし、歩道から福井加賀線に出たときに、ここも歩道が

ないということで、非常に危険なところがございます。 

 また、中番地区内では県道三国金津線の歩道は通学路でありますが、歩道に電柱

があったり、歩道が凹凸や穴があいていて、低学年の子の靴が穴の中に入ってけが

をしたという事例も、たくさんございます。 

 次に、伊井小学校区内では、南稲越の児童が市道南稲越線を通学路にしています

が、一部歩道がありません。特に竹田川の橋と、其の先、南稲越に至る道は非常に

道の歩道の幅も狭く、通勤の車がよく通ります。そして、また高嶋技研会社前の横

断歩道の白線が薄くなり、以前から指摘をされております。 

 また、伊井小学校区で桑原区の児童、市道２３５、２３７線では一部の歩道がな

く、清間神社の前の交差点が工業団地へ通勤する車で非常に危険であると。特に伊

井小学校区内では交通量が激しく危険箇所が多いということがわかりました。 

 以上のようにご説明させていただきました。このことについて今、私が説明しま

して、改めて教育長、どのように思われましたか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 教育長、寺井靖高君。 

○教育長（寺井靖高君） 八木議員の大変きめ細かな調査、感服いたしております。ま

た、私どもの方へ、各学校から報告が上がっています。または見ているものの中に

含まれております。ただ、今、一つ一つは申し上げませんでしたが、これら、でき

ることから関係機関へ要望していきたいというふうに思っております。 

 私自身も歯がゆく思っておりますが、教育委員会には道路を直す予算はございま



 

39 

せん。これは、それぞれの所管するところへ各学校、またはＰＴＡ保護者と連携し

て要望活動をさせていただいているところでございます。それも、相手も県もあれ

ば国もあるというような状況でございますので、それらにお願いしていくという形

でございます。ご指摘、直してくれるのを待っていたんでは、なかなか守れません

ので、教育委員会としては、先ほど申しましたように子供たちの安全意識を高めて

いく努力、または、そういう意識を高める教育をしていくと。後は、たくさんの見

守りの方にご協力いただいて、運転者に注意を促していくというふうなことを自助

努力していくべきだという思いでございます。 

 以上でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ６番、八木秀雄君。 

○６番（八木秀雄君） やはり、京都府の亀岡市で起きましたこの事故が、本当に文部

科学省を動かしたということで、それから教育長もご存じと思いますけど、福井県

を通じて、あわら市の教育委員会に何通も通達、依頼書が届いております。私も、

それを検証させていただきました。本当に緊急を要するということで、例えば文部

科学省が８月の末までに調査表を出してくれと。危険箇所の調査表、数、その対応

を出してくださいというような内容も来ていると思います。 

 しかし、福井県は、そんな８月まで待っていたら、これはまた事故が起きる可能

性も十分あるということで、福井県独自の調査表が出てるのも、教育長、ご存じで

はないかと思います。私の見る限りでは、６月１２日までに、その件数とか危険箇

所、対応、そういうものをデータを出しなさいということで、もう出していると思

います。それぐらい今、子供には安心安全で、そして学校でしっかりと学習してく

ると。下校時も通学路を通って帰ります。学校側も１人で帰らせない、例えば１年

生の授業を２年生と一緒にしたりとか、いろんな対応をして、本当にもう私、この

聞き取り調査をしたときに学校側は本当に何とか事故を起こしたらならない、けが

をさせたらあかんとか、私なりによくわかりました。 

 教育長、県も今、もう何とかこういう事態にならないように、私の最初の文章で

前置きで言いました。県とか教育委員会、国、すべてが連携をとって、もうやるこ

と、できることをやりなさいと。今、教育長が私の教育委員会は予算を持ってませ

んというようなお話を聞きました。しかし、これはやはり、あわら市のこの行政の

中で、やっぱり連携を組んで、事故のないように何とか福井県で、本当にあわら市

が見本になるような、そういうような僕は対応。先ほど教育長は言いました。でき

ることからやりますということでございますので、是非期待をしています。 

 もう１度、教育長のそのことの安全対策、これについて意気込みをお聞かせくだ

さい。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 教育長、寺井靖高君。 

○教育長（寺井靖高君） 今、八木議員の方からおっしゃられました１年生の子供だけ
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で帰すんじゃなく、上級生が授業を終わるまでと。これは既に何年も前から私ども

の方から学校へ、子供の安全の確保についてお願いして進めてきた結果、それぞれ

の学校が自分たちの学校の中で、できることをやっていただいておりますので、き

のう、きょう始まったことではございません。 

 また、今、ご指摘ありましたように、教育委員会といたしましても、今ほど申し

ましたように、待っていてもできないので、できることをやりたい。そのために、

たくさんの人を巻き込んで、地域の方にお願いして、子供たちを守るように今、各

学校へ指示しているところでございますし、また昨日は県下一斉、緊急に交通安全

点検なり指導をさせていただいたところでございます。何もないがしろにしている

わけではありません。今後とも、最善の努力をしていきたいというふうに思ってお

ります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ６番、八木秀雄君。 

○６番（八木秀雄君） 質問は終わります。 

○議長（向山信博君） 暫時休憩します。再開時刻は１１時ちょうどといたします。 

（午前 10時 50 分） 

                                        

○議長（向山信博君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前 11時 00 分） 

◇宮崎 修君 

○議長（向山信博君） 続きまして、通告順に従い、１５番、宮崎 修君の一般質問を

許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １５番、宮崎 修君。 

○15 番（宮崎 修君） 通告のとおり一般質問をさせていただきます。 

 先ほどから全国的に関心の高い事項でございますので、２人の議員が質問されま

した。多少、同じような点が出てきますけれども、ご了承いただきたいと思います。 

 登下校中の子供たちを襲うという痛ましい交通事故が相次いでいます。あわら市

においても通学路の安全確保を急がなければなりません。なぜなら、改善を必要と

する歩道が少なからずあるからでございます。子供たちを守るためには、危険箇所

の解消は、もう待ったなしでございます。ともあれ、きょうまで本当に何事もなか

ったことが本当に救いであります。以前、私はこの場で通学路の安全をどう守って

いくのかという内容の質問をさせていただきましたが、なかなか難しい、厳しい壁

がございます。 

 まず１点目でございますけれども県道、特に県道芦原温泉駅停車場線、金津小学

校の近辺、前のとおりでございます。それと、芦原丸岡線、本荘小学校の、この県

道２路線はスクールゾーンの範囲に入っているにもかかわらず、その歩道は、先ほ

ども話がありましたように、高低差があり幅員が狭い上、電柱が歩行者の障害にな
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っております。通学路としてだけではなく、生活道路としても、いまだに歩道とし

ての機能が損なわれている状態でございます。ここでお伺いをいたします。この道

路は県道で、車道も狭い上、交通量もそこそこ多く、住宅や店舗等が密集しており、

大変難しいことは承知の上で、あえてお伺いをいたします。 

 電柱の民地への移設は、なぜ進展しないのか。歩道の段差の解消のために、どの

ような努力をされたのか。交通弱者と言われる子供たちや高齢者、そして障害のあ

る方々にとっても、住みなれたこのまちで安全で安心して暮らせるように関係機関

との連携をとり、今こそ改善策を講じるときと思いますが、これは行政の仕事であ

ると、このように思いますけれども、いかがでしょうか。 

 ２番目、歩道と車道の区別のない通学路の対応は、どうなっているのか。どのよ

うな改善策を考えているのか、お伺いをいたします。 

 ３番目は、先ほどの答弁でもありましたけれども、県下一斉に昨日、通学路の点

検をされたということでございます。大人の目線と子供の目線では違いがございま

す。子供にとっては軽自動車であれ、普通自動車であれ、本当に恐ろしい存在では

なかろうかと思います。これは近くを通った場合ですね。子供の目線での通学路の

総点検について、文科省は、先ほども文科省の話、ございましたけれども、これは

公明党は、この１年の交通事故によって緊急提言を行いました。それを受けて、文

科省は国交省、また警察庁とともに、通学路での事故の再発防止に向けた対応を協

議し、先月の３０日に全国の自治体に対して通学路の交通安全の確保の徹底につい

ての通知がなされております。 

 そこでお伺いをいたします。スクールゾーンの設定の現状について、市内には何

カ所あるのか、またその表示は、どのようにされているのか。スクールゾーンを設

定するのに、どのような基準があるのか、お尋ねをいたします。 

 以上で１回目の質問を終わります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 土木部長、細川秀己君。 

○土木部長（細川秀己君） 宮崎議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の対応、取り組み状況でございますが、金津小学校の通学路になっ

ております県道芦原温泉停車場線や芦原丸岡線につきましては、安全安心エリアに

指定された十日交差点から東側につきましては、県の施工により歩道段差解消の工

事が完了してございます。 

 しかしながら、指定地域以外につきましては、電柱の移設につきましても住宅密

集地域で、移設場所の確保が困難なことや、電線類が屋根の上や軒先のすぐ先を通

過することなどから、移設が大変困難で、進捗しない状況でございます。 

 今後とも地元の理解、協力を得ながら、道路管理者である三国土木事務所に対し

まして要望していきたいと考えております。 

 また、本荘小学校の通学路になっている県道三国金津線につきましても、住宅が

密集しており、歩道整備、電柱移転とも整備が進捗してございません。 
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 なお、これまでの取り組みといたしましては、特に危険と思われるえちぜん鉄道

の踏切につきましては、新たに歩道を設置いただきまして、安全安心の確保に努め

たところであります。この路線についても地元の協力をいただきながら、引き続き

安全な通学路の確保のために三国土木事務所に対しまして要望を続けていきたいと

考えております。 

 なお、歩道と車道の区別のない通学路の対応以降のご質問につきましては、教育

部長が答弁いたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 教育部長、高橋瑞峰君。 

○教育部長（高橋瑞峰君） それでは、２点目、３点目につきまして、お答えをさせて

いただきます。 

 歩道と車道の区別のない通学路の対応につきましては、先の吉田議員のご質問に

お答えいたしましたとおり、歩道の設置や道路幅員の拡幅要望などを、道路管理者、

警察などに、そういった関係機関に対して要望して参りたいと考えております。 

 また、３点目の危険箇所の安全対策につきましても、八木議員のご質問にお答え

いたしましたとおり、関係機関などへの道路環境の改善を依頼するとともに、児童・

生徒、それから保護者への注意の喚起、また見守りやつき添いの強化などをいたし

ております。 

 なお、スクールゾーンにつきましては、芦原小学校、本荘小学校、新郷小学校、

金津小学校、金津中学校、伊井小学校、金津東小学校の７カ所に設定されておりま

す。統一された表示ではございませんが、スクールゾーンの立て看板、あるいは３

０㎞の速度制限の看板が設置されている状況でございます。 

 なお、基準でございますが、これはそれぞれの要望に基づき警察署、公安委員会

ですが、許可していただけるわけですが、これにつきましては当然、地域住民の方

の同意等も必要でございますので、そういう交通規制がかかるということで、そう

いった同意書も必要の中で設定されていくものでございます。 

 以上でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １５番、宮崎 修君。 

○15 番（宮崎 修君） ただいまの答弁、そのとおりだと思います。 

 そこで、まず１点目、ちょっと不謹慎かもございませんけれども、このような今

回のいろんな交通事故で関心が非常に高いときでございます。これは、まあ言えば、

本当にチャンスととらえるのか、本当に強い要望といいますか、そういうのを、や

っぱり県に対して、しっかりと訴えていただきたいなと。また、そのために、やっ

ぱり地域住民、また区長をはじめ学校の先生は当然のことでございますけれども、

警察も一緒です。また老人会とか、そういう団体からも、やっぱり物事を成就する

ための段取りといいますか、そういうのをきちんと行政指導でやるべきでないのか

なと思いますので、訴えておきます。 
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 ２番目ですけれども、歩道の車道の区別でございます。今ほど、まあ言えばいろ

いろ説明、答弁ありましたけれども、白線を１本引くだけで、歩道の部分を、それ

だけで、やっぱり子供たちは、そこからはみ出ないようにと思いますけれども、白

線がない通学路というのは、本当に、そこを車が通らなければいいんですけれども、

やっぱり車が行き来するということであれば、規制をするといいますか、３０㎞制

限にしようと車が通れば、もう子供たちは、ものすごい不安なんですね。だから、

子供の目線というのは大事なんです。もう本当、ちょっとした、ふざけとまでいか

なくても、ちょっとした言葉を交わしながら歩いている中で、ちょっと横に出るこ

となんていうのは、しょっちゅうあるものですから、やはり、その点、しっかり車

も、車道と、こっちは歩道なんやという意識を持たせるためにも、白線を１本引く

ということが大事でないのかなと思います。 

 また、交差点から入った入り口には、やっぱり、次の質問、３番目にもかかわり

ますけども、スクールゾーンの表示というのは、看板なんていうのは、本当に見落

としやすいんですね。地元の人ばっかりが通るわけではございませんので。やはり

下の道路に、いろんなスクールゾーンの中ですよ、気をつけてくださいよというド

ライバーに対する信号といいますか、そういうものが必要でないのかなと、このよ

うに思いますけれども、その点、いかがでございましょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 教育長、寺井靖高君。 

○教育長（寺井靖高君） 議員、ご指摘の点でございますが、ちょっと失礼な言い方と

お断りいただきましたが、事故をチャンスというような言い方をされましたが、非

常識と思われますが、これ、今、世間の皆さんが非常に注目しておられるというこ

とで、文科省も全県下へ一様、子供の通学路の安全を確保せよという通知を出して

おりますし、また警察も比較的協力的というふうな形でございますので、この時期

に今、ご指摘されましたように、もし許されるんであれば、今までできなかったこ

とを少しでも前へ進めていただくよう、強力にお願いしていきたいというふうに私

は思っております。 

 そして、先ほど八木議員にお答えしましたように、やっぱり子供たちの、いわゆ

る登下校中の意識を高める。よそ見をしないで、登校するにしても集団登校で先頭

の上級生について、むだ話をしながら、下を向いて、ただついて歩くだけでなく、

やはり前を見て、きちっと登校する、周りを見ながら登校するという、登校中に自

分の目で安全を確かめるというふうな意識づけを、意識を高めていきたいというふ

うに思っておりますし、また今後、さらに教育委員会とては、また市全体としてお

願いしていきたいと思っていますのが、この痛ましい事故、事件はすべて私に言わ

せれば運転者のマナーや責任だと、私は思います。子供たちは、まじめにきちっと

歩道や道路を、右端の方をきちっと並んで歩いているところへ、それも突っ込んで

いくと。普通にゆっくり、道路は子供が通っているということだから、ゆっくりス

ムーズに真っすぐ走っていただければ、ぶつからないものが、なぜ子供の列に突っ
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込むかということは、やはりこれは運転者の責任もあるかと思いますので、是非市

を挙げて運転者のマナーや意識を高めるという活動を今後、皆さんのご協力をいた

だいて、声を大にしていきたいなと。 

 今は、何か弱者、できないことを無理やり強制されているような部分もございま

すので、できることはしますが、先ほど議員もご指摘されたように、壁があって、

なかなかいかんというようなご指摘もありますが、私も実際、そのように思ってお

ります。でも、できることをやらないと、これは被害が少なくなっていかないとい

うふうに思っておりますので、先ほどのを直して、道路改善、または白線を引く、

または道路に３０㎞ゾーンの表示をしていただくと、そういうふうなことはお願い

すればできる可能な線だろうと思いますし、それに加えて、やはり大人の責任、運

転者の責任というのを、これからもっと声を大にしていかなければならないんだろ

うと思いますので、市長部局にもお願いをして、市を挙げて、そういう運動をして

いきたいなという気持ちでございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １５番、宮崎 修君。 

○15 番（宮崎 修君） 先ほど、まあ言えばスクールゾーンの設定をされている箇所、

７校ということでございますけれども、これは町内だけがつくるゾーンなのか。よ

そのスクールゾーンの規定というのは、学校を中心に５００ｍと設定されておりま

すけれども、全校にこういうスクールゾーンを設ける必要があるのではないのかな

と私は思います。その辺も、できたらお答えいただければと思います。 

 先ほど言いましたように、文科省は国交省、警察庁とともに合同で、こういう通

知をなされたわけでございますから、通学路に使途を限定した政策目的が明確な新

たな補助金を創設するなど、必要な財源措置を講じるよう、国とか県に対して要望

していく考えはございませんでしょうか。 

 また教育長、今回の一連の交通事故で命を奪われた子供たちというのは、この少

子高齢化社会の中にあって、本当に国の宝であり、その子供たちの安全確保という

ものに対しては、もう万全を尽くすということは当然のことでございます。本当に

全国民、ここにおるだれ一人としても、おろそかに考えている人はいないと思いま

す。これは大人の責任でございます。その責務を果たして、子供たちの通学路、こ

れの絶対安全を目指していくと。 

 いろんな今、先ほど答弁ありましたけども、本当にできることから何でも、これ

は必要ということであれば、そのために、しっかりと総点検をきちっとやって、そ

の点検の結果、いろんな問題点が浮上した、それをきちんと協議をして、何ができ

るのか、何が一番いいのか、もちろん危険度の優先順位も、もちろんでございます

けれども、これは行政が本当に先頭に立ってやっていくべき問題だと思いますけれ

ども、再度、質問をさせていただきます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 教育部長、高橋瑞峰君。 
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○教育部長（高橋瑞峰君） ただいまのご質問でございますが、まず最初のスクールゾ

ーンでございますが、先ほどご答弁させていただきましたが、スクールゾーン自体

は、そんなに大したことといったら失礼なんですが、ゾーン自体の設定は、そんな

に難しくないと思います。ただ、そのスクールゾーンに付随して３０㎞の制限とか、

車両の進入禁止とか、そういった地域の方に影響する部分がございます。したがい

まして、そういった地域住民の同意を得て、初めて、そういったものがなされるの

かなと思っております。 

 現在、スクールゾーンの要望もございます。この辺も含めまして、全体的な見直

しの中で、また、さらに検討して、地域住民の方の同意さえ得られれば、そういっ

たことを考えていきたいと思っております。 

 また、新たな補助金制度の創設というふうなことで国、県に要望するというふう

なことでございますが、これにつきましては当然、児童・生徒の安心安全に登校で

きるようにするわけでございますが、自助、それから共助、公助というようなこと

で、それぞれまず自分の命を自分で守ると、そういったこと。それから、そういっ

た意識づけの教育を行うということです。それから、見守り隊などの地域のご協力

も必要でございます。そして道路環境や交通安全施設等の改善のためには、公の、

そういった機関がかかわらなければなりません。これらを含めまして、今後も継続

して改善等、要望して参りたいと思います。 

 なお、補助金制度等につきましては、これから検討して参りたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １５番、宮崎 修君。 

○15 番（宮崎 修君） 本当に、ただ点検をして、厳しいところが見つかっても、これ

はあんまり何も対応できない、改善できないというとらえ方でなくて、本当に、ど

こまでも、やっぱり子供を守るという視点で取り組みをしていただきたいと、この

ように思います。 

 次に、防災対策について、お伺いをいたします。防災、減災対策についてですね。

東日本大震災に伴う大津波から、釜石の児童・生徒は、ほぼ全員が無事で逃げ延び

た。いわゆる釜石の奇跡と言われておりますけれども、この背景には７年前から取

り組まれた防災教育の充実があります。まず、このことについて教育長のご感想を

お聞かせ願いたいと思います。 

 世界で起きるマグニチュード６以上の地震、その約２割が国土面積が世界で０.２

５％に過ぎない、この日本に集中していると言われています。福井は１９４８年の

６月２８日に３,０００人を超す死者を出しマグニチュード７.１という福井大震災

を経験いたしております。とはいえ、既に６４年がたとうとしておりますし、記憶

も薄くなりつつあります。いつ起きても不思議ではない自然災害から自分自身を守

るために、災害を自分の身近な危険と認識して、地域全体で防災に対する平時の備



 

46 

えや災害時の行動を身に着けるために防災教育の充実が大事だと思いますけれども、

そこで質問をさせていただきたいと思います。 

 学校での防災教育は今、どのように行っているのか、お伺いをいたします。また、

学校の先生方が災害や防災に関する知識を十分に身に着けられるよう、防災教育を

支援するため危機管理アドバイザーを活用することが大事と思いますけれども、い

かがでしょうか。 

 ２番目に、防災会議について、お伺いをいたします。防災会議の委員は各種団体

の長や有識者の方々で構成されていると思います。昨年の３.１１以降、防災計画の

見直しをする予定はあるのかどうか。また防災会議のもとにといいますか、下とい

いますか、ワーキンググループのようなものを置いて、生活者の目線、また女性の

目線を取り入れた、より具体的な計画の見直しをする考えはないのか、お伺いをい

たします。 

 次に、家庭防災の日という日を制定してはどうかと。市民の防災意識の向上、防

災力、防災の力の向上のために、例えば３.１１という日を決めたとすれば、これは

インパクトが強くて、だれでも、あの大震災と思い出すと思います。また、６.２８、

これは福井大震災、若い人は、もうほとんど知らない人が多いですし、年配の方も

だんだん思いが薄らいできてるのではないかなと思います。 

 そういう日を家庭防災の日と定めて、その日は防災無線で、本日は家庭防災の日

です、家族で防災全般について考えましょうというような放送を流し、防災行事な

ども行うというものでございますけれども、緊急の、特に家族会議の中では、緊急

の避難場所はどこか、家族みんな知らないのが、みんながわかると。家族の連絡の

取り合いはどうするというようなことも、やっぱり家族で話し合いをしていくと。

全部がまた防災グッズやとか、持ち出すものは何やとか、いろんなことを年に１回

でも、２回でも、こういうできれば、本当に防災力は自然と市民全体が向上してい

くと思います。これには費用は、そんなんかかりませんので、是非、ひとつこうい

う家庭防災の日を決めていただいて、そういうしっかり、その日は防災について、

いろんなことをやっていただく日にしていただけたらと思いますので、検討してい

ただきたいと思います。これは提案でございます。 

 三つ目ですけども、自主防災組織について、先ほども質問がございましたけれど

も、この組織の中に防災士を育成することはできないのかなと思います。例えば、

平常時であれば、防災意識の向上を図ったり、また地域内の安全点検等をしていた

だく、またそういう非常時であれば、言うまでもなく情報連絡とか救出、避難、こ

ういうのをどうするというようなことを、やっぱり何もわからなくて取り組んだ場

合は、本当にせっかく組織を立ち上げても、有事になったら、それこそばたばたし

てしまうのではないかと思いますので、防災士の資格をとることを検討していただ

きたいと思います。 

 ４番目に、非常用物資の備蓄について、お伺いをいたします。榛の木原にある防

災倉庫の非常用物資、防災資機材の現状についてですけれども、私は集中より、や
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はり分散が妥当というか適当と思いますので、今後のこういう改める考えがあるの

か、ないのか、お聞かせ願いたいと思います。 

 いろんな災害を想定して改善をしていただくことが必要かと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 教育長、寺井靖高君。 

○教育長（寺井靖高君） 初めに、学校の防災教育に関するご質問に、私の方からお答

えさせていただきます。 

 市内小中学校におきましては、避難訓練を年一、二回実施しております。その内

容といたしましては、地震発生により机の下へ隠れ、その後、火災発生により屋外

へ避難をするというものでございます。また、学校単位で消防署に依頼し、消化訓

練と防災に関する講話、さらに特に注意すべきこと等、実技を交えた訓練なども行

っております。そのほか、震度６以上の大地震を想定し、下校時に父兄に迎えに来

ていただく訓練も行っている学校もございます。 

 しかしながら、実際に災害が発生したときに、その訓練が生かされなければ何の

役にも立ちません。そこで、各学校には、休み時間などに予告なしの避難訓練も行

うよう伝えております。これこそ真の訓練だと考えておるところでございます。 

 なお、県教育委員会の平成２４年度の基本方針の中で、防災教育に関し、一つ、

防災訓練用と授業用の手引書の作成が挙げられております。二つ目として、子供た

ちの危険回避の判断力を育てるための訓練や教職員の防災知識を深めるための防災

教室講習会の開催が予定されております。これにより、学校での防災意識が一層高

まるのではないかというふうに期待しているところです。 

 次に、釜石の奇跡につきましては、想定を信じるな、最善を尽くせ、率先避難者

たれという避難の３原則の授業を忠実に守った行動の結果であり、この考えを、あ

わら市も参考にさせていただきたいと考えております。 

 防災会議以降のご質問につきましては、総務部長がお答えいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 総務部長、小坂康夫君。 

○総務部長（小坂康夫君） お答えいたします。 

 まず防災会議につきましては、会長である市長と委員１９人の合計２０人で構成

をされております。委員は全員が行政機関、公共機関、公共的団体の代表者や職員

で、うち女性は１人であります。 

 防災会議は、これまで防災計画の見直しを行う際に随時開いておりました。昨年

は、東日本大震災を受けた国、県の新しい計画や指針等の発表を待って防災計画の

見直しを行う予定でしたが、それらが示されなかったため、開催には至りませんで

した。 

 ただいま議員から防災計画の見直しに当たっては、防災会議の意見を聞くことは

もちろん大切であるが、より生活者の視点に立ったものにするため、ワーキンググ
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ループを別に作り、女性の委員を多く委嘱してはどうかとのご提言がございました。

防災計画を、より身近で、実際の災害発生時に有効なものとするため、是非、これ

は前向きに検討をさせていただきます。 

 また、家庭防災の日についてですが、国では関東大震災にちなんで９月１日を防

災の日として定めており、この日を挟んだ１週間を防災週間として、さまざまな国

民運動を展開しております。さらに、福井県でも福井大震災が起こった６月２８日

を震災記念日として、災害に対する認識を深めるための活動を行っております。 

 市といたしましては、福井震災の記憶が若い世代では薄れていく中で、この両記

念日に合わせて、家庭内での災害対策を再確認していただくよう、積極的な広報活

動等を努めて参りたいと考えております。 

 次に、自主防災組織の中に防災士を育成することができないかとのご質問でござ

いますが、防災士は地域や企業、団体における災害対策のリーダーであり、組織の

中にこの資格を持った方がいることは、とても有益だと考えられます。したがいま

して、費用が数万円かかることや、講習会の会場が東京、大阪などの大都市に限ら

れることなどの問題もありますが、２日間の講習で資格を取得することができるた

め、是非、各組織に受講を働きかけて参りたいと考えております。 

 次に、非常用物資の備蓄の見直しについてですが、現状は芦原地区が拠点避難場

所１０カ所と旧芦原庁舎の小型倉庫に資機材を、金津地区は榛の木原の大型倉庫に

資機材をそれぞれ備蓄しており、水と食糧のアルファー米は、すべて榛の木原の大

型倉庫に備蓄をしております。 

 分散配備、それから拠点配備、それぞれ長短はあるわけですが、今後、金津地区

におきましても、拠点避難場所への小型倉庫を配備し資機材を備蓄することを計画

して参りたいと考えております。 

 なお、水と食糧につきましては、夏期の高温時の保管を考慮いたしますと、今ま

でどおり榛の木原の大型倉庫に備蓄したいというふうに考えておりますので、ご理

解をいただきますよう、お願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １５番、宮崎 修君。 

○15 番（宮崎 修君） いろいろと答弁をしていただいて、ありがとうございますとい

いますか。 

 ４番目の非常用物資の備蓄の件ですけども、食料と水は夏場は、やっぱり榛の木

原の方がいいんでないかというような答弁でございましたけれども、これを、やっ

ぱり自主防災組織の訓練でしっかりと使っていただくという思いで、できれば全部

一遍に分散してしまうということが、非常に難しい点もあるかもしれませんけども、

できるだけ、災害が起きたときは、その最初の何十分間が大事だと思いますので、

それに、やっぱり役に立たないようなものでは、ちょっと意味のないものになって

しまいます。自主防災組織では、補助金をつけて、本当に大きい、先ほども質問の

中にありましたけれども、世帯の大きい区にとっては本当に何の意味もないような
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と言うと、ちょっと言葉が過ぎますけれども、本当に、１０世帯なら１０世帯で何

が必要なのか、１００世帯やったら何が必要なのかというのは、これはもう当然わ

かることでございますので、やはり分散して、そういうものが、すぐ対応できるよ

うな資機材を、１箇所にどんと置いてあるだけでは何の役にも立ちませんので、そ

の辺、また考慮していただいて、検討していただきたいと思います。 

 あと、防災とか減災に対する投資といいますか、いろんなそういうものは、なか

なか普通の道路１本つくるとかいうのと、建物建てるとかという、そういう事業と

違いまして、本当に費用対効果というのが逆なんですね。災害が起こらなくて本当

によかったと思いますけども、費用はかかります。災害が起こったときには、これ

が有効に活用されるということでございますので、なかなか、こういう防災、減災

に対してのいろんな政策、また投資というのは、なかなか難しい面があろうかと思

いますけども、とにかく市民の命と財産を守るという観点から、本当に最近は想定

外のことも起こっております。集中豪雨、ゲリラ豪雨とか、本当に竜巻とか、いろ

んなものが起きておりますので、いろんなことに想定した防災対策会議の中で、ま

たしっかりと議論をしていただきたいなと思います。 

 時間が参りましたので、これで質問を終わらせていただきます。 

 最後に一言、お願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 総務部長、小坂康夫君。 

○総務部長（小坂康夫君） 災害は起こらないに越したことはございません。先ほどか

ら宮崎議員が言ってますように、自助、共助、公助の中で、まずは自助が大切だと。

特に、その中では家庭が一番大切だということを強調しておりました。いざ起こっ

たといいには、最終的には公助が発動できるわけなんですけども、先ほど防災訓練

の備蓄の件も含めまして今、国の方では防災計画の見直しをやっておりますし、県

でも今年１２月末までに防災計画の見直しを行うというふうな決定を、今のところ

しております。うちも、それを受けて、防災計画を見直す予定でありますけども、

先ほどご提案がありました防災会議を開く事前にワーキンググループとか等を開き

まして、今、ご指摘のあったことも含めながら今後、いろいろ協議して進めていき

たいなというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １５番、宮崎 修君。 

○15 番（宮崎 修君） これで一般質問を終わります。 

○議長（向山信博君） 暫時休憩をいたします。再開は１３時ちょうどといたします。 

（午前 11時 46 分） 

                                        

○議長（向山信博君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後１時 00分） 

◇山田重喜君 
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○議長（向山信博君） 続きまして、通告順に従い、４番、山田重喜君の一般質問を許

可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ４番、山田重喜君。 

○４番（山田重喜君） 通告順に従いまして、４番、山田、真政会、一般質問をさせて

いただきます。 

 質問の要旨は、学校給食センターの運用についてであります。 

 あわら市学校給食センター整備事業については、建設用地確保も終了し、用地測

量、地質調査に入り、さらにはプロポーザル設計協力者も決定し、平成２５年７月

完成を目指し現在、基本設計を作成中と伺っております。ご承知のとおり食、食べ

ることは生命の源であり、健全な食生活は人間が生きていく上での基礎であり、食

育の推進が大変重要であることは言うまでもありません。今回建設する給食センタ

ー内には食育センターを設置することとしていますが、今後、センターを拠点とし

て家庭での食育、地域での食育、学校等、教育施設での食育など、あらゆる分野で

の食育に係る事務事業を進めていただきたいと思うわけでございます。既に平成２

３年５月にあわら市食育推進計画が条例化されておりますが、本事業が完成した暁

に、どのような対応をするのか、お伺いをいたします。 

 あわら市においては、ご案内のとおり、坂井北部丘陵地には県内有数の農業地帯

として知られ、スイカ、メロン、サツマイモ、カキ、ナシ、ダイコンなど多くの品

種の園芸作物が作付されています。また市の南部平坦地はコシヒカリなどのブラン

ド米をはじめ安全でおいしい米の一大生産拠点となっております。 

 学校給食については言うまでもなく安全安心な食材の選択、地産地消の推進、旬

産旬消の促進等々を取り入れて食育推進運動を展開しながら、健全な食生活で元気

な身体を育んでいただきたいものであります。 

 それでは、通告した３点について質問をいたします。 

 まず１点目でございますけども、学校給食における計画の推進の中の総品目の内

訳の明示はどうなっているのか、まずもってお伺いいたします。 

 第２点目でございますけども、現在の職員数と給食センター完成後の職員数はど

うなるのか。また、当然合理化であるため、余剰力はどうするのか、お伺いをいた

します。 

 ３点目でございますけども、生産者と消費者との、いわゆる顔が見える関係の構

築によって食育畑に看板を設置する構想はないのか、お尋ねをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 教育部長、高橋瑞峰君。 

○教育部長（高橋瑞峰君） 山田議員のご質問にお答えいたします。 

 あわら市では、恵まれた自然環境の中で、地域の特性を生かした食材を中心にバ

ランスの良い食生活が維持されてきましたが、近年のライフスタイルの変化により

食生活を取り巻く環境が変わり、食に関するさまざまな問題が指摘されるようにな
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ってきました。 

 これらのことから、市民の食育に関する関心を高め、自発的な取り組みを促進す

るために昨年、あわら市食育推進計画を策定しました。 

 １点目の学校給食における地元産農産物の使用についてでございますが、この食

育推進計画の数値目標では、地場食材の使用品目数を現在の２３.１品目から、５年

後に２６品目に上げるものとなっております。この２３.１品目という数値は、市内

１２の小中学校で給食に使用されている県産食材品目の１校当たりの平均値を表し

たもので、県産食材のうち、あわら市産に限定しますと１３.１品目になります。あ

わら市産で多く使用されている品目は、野菜類では、大根、キャベツ、ニンジン、

タマネギ、トマト、サツマイモ、ジャガイモ、果物類ではメロン、カキ、スイカ、

畜産物では豚肉、鶏卵などとなっています。 

 来年度の９月からは、給食センターで大量に調理することになりますので、目標

値である５年後の３品目を増やすことにつきましては、生産者や農業関係者とどの

ような品目について新たに使用が可能になるのか、給食献立や食材の生産方法など

について協議を行いながら、特にあわら市産の食材の使用品目を増やすよう努めて

参りたいと考えております。 

 次に、現在の市内の学校給食事業に従事している調理員と運転手の職員数と今後

の計画についてですが、給食センターでは正職員が５人、臨時職員が８人の計１３

人、金津地区の小中学校では正職員が９人、臨時職員が８人の計１７人でございま

す。合計３０人となっております。なお、臨時職員については１年ごとの更新を行

っております。 

 新しい給食センターでは２８人程度が必要と考えておりますが、午前中の調理作

業や午後の洗浄作業時、時間帯により必要人員も異なってきますので今後、各作業

工程での運用について精査を行い、正職員と臨時職員の割合も含めて職員体制を決

定していき、臨時職員につきましては今後、新しい給食センターでの雇用を希望す

るのかどうかの調査を行い、処遇を検討して参りたいと考えております。 

 最後に、看板の設置につきましては、関係機関や地元生産者と協議をしていきた

いと考えておりますので、ご理解いただきますようお願いをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ４番、山田重喜君。 

○４番（山田重喜君） ただいまの答弁のことでございますけれども、第１点目でござ

いますけども、２３.１品目から２６品目、約３品目が、いわゆる５年間の中で増え

ていくということの説明でございますけども、答弁にございましたように、これは

必ずあわら市産を利用していただいて、協議会等、またＪＡ等を詰めて、この数値

に合致するようにお願いしたいと思います。 

 まず２点目でございますけれども、現在３０人で新しい給食センターになれば２

８人、２人ほど減ということでございますけども、これにつきましては致し方ない

と思いますけれども、答弁にございましたように臨時職員、正職員含めまして、恐
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らく減るということでございますんで、トラブルのないように、その辺、精査しな

がら対応していただきたいと思います。 

 それから、３点目でございますけれども、これから協議するという話でございま

すけれども、これは平成１２年の５月１１日付、全国農業新聞の記事によれば、お

隣の県、滋賀県でございますけども、甲賀市、湖南市の両市の学校給食において、

地元野菜の使用率がアップしている。これは市の農業委員会が調整役を買いまして、

生産者、それから教育関係者、栄養士等が食育推進協議会を立ち上げまして、地産

地消は言うことなかれ、食環境づくりを一体化して進めているということでござい

ます。地産地消、農地の有効利用、それから都市農村交流という点におきまして、

今後、給食の畑に看板を設置して、いわゆるここの食材は、ここから出てるんだと

いうことで、農地の有効利用、都市農村交流、さらには地域活性化に貢献していく

という記事でございます。 

 したがいまして、これは是非ともいろんな関係機関とお話をしていただきまして、

食育畑に看板の設置を、是非お願いしたいということでございます。これについて

答弁をお願いしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 経済産業部長、嶋屋昭則君。 

○経済産業部長（嶋屋昭則君） 今ほどのご質問に、お答えをさせていただきます。 

 現在、生産者と消費者等の間で顔が見える環境を構築するがために、地元農産物

に対します理解と関心を得るために野菜選果場、また直売場、農産物加工施設等の

整備充実を図ってきたところでございます。今後につきましては、施設の見学会や

生産者、また消費者との交流会等を開催していきたいと考えておるところでござい

ます。 

 また、学校給食に対します食材の提供につきましては、提供いたしますための流

通システムを教育委員会と協議しながら構築をしたいなと考えておりまして、議員

ご指摘の看板の設置についても前向きに検討して参りたいと考えてございますので、

ご理解のほど、よろしくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ４番、山田重喜君。 

○４番（山田重喜君） ただいまの部長の答弁の件でございますけども、これは前向き

という言葉はいいんですけども、これは絶対にやっていただきたいと思います。そ

うしますと、これを取り上げることによって、恐らくマスコミ等が取材してくれる

んではないかなと思うわけでございます。そうしますと、あわら市のＰＲにもなり

ますし、ひいては、この食材が全国にＰＲされるんではないかなと、そういう期待

感もございますので、そんなにお金はかからないと思いますので、是非とも、これ

は実現に向けて頑張っていただきたいと思います。 

 それから、教育長にお尋ねいたしますけども、現在、基本設計を作成中というこ

とでございますけども、全協あたりでスケジュール表を見ますと、来年の７月完成



 

53 

に、まだ実質設計もできてない。加えて、候補地に盛り土を云々という計画があっ

たわけでございますけども、現場を見る限り相当遅れているんではないかなと、そ

んな気がするわけでございますけども、これについて説明というんですか、答弁を

お願いしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 教育長、寺井靖高君。 

○教育長（寺井靖高君） 給食センターの建設についてのご質問ですが、確かに基本設

計の作業が少しおくれていることは間違いございませんが、建設の完了は４月では

なく、来年の７月の予定でございますので、それまでに間に合わせたいというふう

に思っておりますし、盛り土の予定につきましても、本体の基礎工事をする関係の

中で盛り土をして、またそこを掘り返してパイルを打ってするのに二度手間なので、

その部分を今、本体工事とあわせてやらせていただくという形で、一応ちょっと変

更を、この前、全協でお願いしたかと思うんですが、何とか今、鋭意努力して今期

外注に常任委員会等に資料をお示しして、まずご相談をさせていただきたいという

ふうに思っております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ４番、山田重喜君。 

○４番（山田重喜君） 私の発音が悪かったのかもしれませんけど、４月と言うた覚え

はないですね。あくまでも７月でございますので、その点はちょっと、どういうこ

とで聞こえたんかわかりませんけど、これはあくまで７月と。初めも私、７月と言

ったつもりでございますんで。 

 それから、事情はわかるんですけども、やっぱり遅れるということは、一つの目

標に向かっているわけでございますけど、遅れを取り戻すことはできますけども、

早く基本設計を実績設計を組みまして、当初計画どおりに軌道修正していただいて、

１日も早い着工をお願いするわけでございます。 

 以上で質問を終わらせていただきます。 

                                        

◇牧田孝男君 

○議長（向山信博君） 続きまして、通告順に従い、１３番、牧田孝男君の一般質問を

許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １３番、牧田孝男君。 

○13 番（牧田孝男君） 通告順に従い、１３番、牧田、一般質問をさせていただきます。 

 本日の質問者は８人であります。私は６番目で、かなり終盤に来ていますので、

手短な質問をして、そして手短な答弁をいただきたいというふうに思います。 

 私の質問の通告のタイトルは、あわら市のごみ不法投棄対策についてということ

であります。 

 あわら市は森と水に恵まれた自然が豊かな自治体であります。あわら市の市民憲



 

54 

章にも、こう書かれています。海、湖、山、川の自然がそろい、そこに温泉という

資源のあるまちは、国内でも余り多くありません。こうした自然や資源に恵まれ、

さらに卓越した歴史と文化を有するあわら市の沿革を背景として、あわら市をより

活力のある魅力的なまちにするために、この市民憲章を制定する、というふうに書

いております。しかしながら、我々あわら市民は、ほかの自治体の市民から、なぜ、

あわら市では不法投棄の話が新聞などをにぎわすのかというような声をよく聞くわ

けであります。 

 確かに、このあわら市というか、例えば旧金津町なんかでありますと、奥山があ

って、そして里山があって、そして平野部があるというような地形的な特徴があり、

そういう地形的な特徴というものが産廃にしろ、あるいは生活ごみにしろ、不法投

棄の温床となっているのではないかと思いますが、しかし温泉観光を売り物にする

このあわら市がこういう状態では大変に恥ずかしいと思うのであります。 

 そこで、まずお聞きしたいわけですけれども、このあわら市内の不法投棄行為、

あるいは不法投棄場所に関する監視、いわゆるパトロールというものを、どういう

メンバー構成でやっているのか。どれくらいの頻度でやっているのか。どういうと

ころをパトロールしているのかということを聞きたいということが１点であります。 

 次に、うわさでは、ごみを捨てるのがわかっていても土地を売ってしまう住民も

いるというふうな話を聞いたことがあります。先日、６月８日の福井新聞に、これ

は福井県内の一般的な事情として書いてあったんですけれども、家庭電化製品や廃

タイヤなどの不法投棄が一向に減らない。家庭ごみをコンビニのごみ箱に捨てるよ

うな感覚で道徳性がない。自分の目の前からごみがなくなれば、それでいいのかと

いうような意見が書かれていました。こういうことを考えると、そういう意味では、

子供たちをも含めた、いわゆる市民に対する環境意識を向上させる、つまり啓発、

そういうものが絶対に必要なのではないかと思うわけですけれども、いかがでしょ

うかということが次の質問であります。 

 それから、環境ということでいうと、先月の終わり、５月の２５日、２６日、２

７日の３日間にわたって勝山市で環境自治体会議が開かれました。環境自治体会議

は、環境問題が複雑化する中、多様化する中、お互いの情報、政策を共有しあい環

境自治体づくりを目指す基礎自治体のネットワークだそうであります。勝山市は環

境自治体に全国五十何番目で加盟した自治体であるそうであります。また、福井県

内でも幾つかの自治体が、このネットワークに加盟しているという話も聞いたこと

があります。北海道の二つか三つの町を出発点とした、この環境自治体会議に、当

あわら市も加盟することがいいのではないかというか提唱したいと思うのですけど

も、これについていかがか。 

 以上の質問に対してのご答弁をお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市民福祉部理事、坂東雅実君。 

○市民福祉部理事（坂東雅実君） 牧田議員のご質問にお答えをいたします。 
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 まず、ゴミの不法投棄に対する市の対応についてございますけれども、日ごろか

ら各区長をはじめ、ごみ減量等推進員の皆さんや一般市民の皆様から、ごみの不法

投棄に関します情報をいただいております。市では、その都度現場を確認させてい

ただきまして、土地の所有者や関係区長に連絡をとりまして廃棄物の処理に努めて

いるところでございます。 

 また、大変多くの市民の皆様にご協力をいただき、市内全域でクリーンアップ大

作戦等を展開しております。 

 さらに、不法投棄をさせない対策といたして、坂井健康福祉センターを中心とし

ました関係機関による連絡協議会、ここでの情報交換や不法投棄されやすい山林付

近、こちらの方を重点に年２回、合同のパトロールを実施いたしております。それ

とともに不法投棄禁止の看板を設置するほか、チラシの配布、それからポスター掲

示といった広報活動も、あわせて行っております。 

 県におきましても、坂井健康福祉センターや循環社会推進課職員によります監視

のほか、休日や夜間帯の民間警備会社によるパトロールの実施、監視カメラの設置

といいました対策を講じまして、不法投棄の未然防止、不法投棄行為者の特定など、

早期解決及び再発防止に取り組んでいただいているところでございます。 

 この不法投棄は後を絶たないのが現状でございます。どの市町でも苦慮している

ところでございますが、今後とも、こういう関係機関と連携をと取りながら市民の

意識改革等、地道な取り組みを続けて参りまして、環境美化に努めて参りたいと考

えております。 

 次に、環境自治体会議への加盟についてでございますけれども、この会議には全

国５５の自治体が加盟しております。福井県では敦賀市、勝山市、坂井市、若狭町

が加盟いたしております。それぞれ規模も地域性も異なる自治体が参加しておりま

すが、自治体環境政策の推進、環境に関する情報ネットワークづくり、環境事業の

推進、社会的アピールの場の創出という共通する四つの目標を持って、さまざまな

取り組みを行っているようでございます。 

 近年、環境問題は地球規模の問題であると言われ、自然との共生、環境負荷の少

ない持続可能な循環型社会の創造というのが求められております。市では、昨年度

に環境基本計画の改定を行いまして、豊かな自然の中に産業と文化が活きづくまち、

あわらを目指すことといたしました。この目指すべき環境像に近づけるためにも、

環境自治体会議に参加する自治体から具体的な活動内容等の情報をいただきまして、

加盟について今後検討していきたいというふうに考えておりますので、よろしくお

願いをいたします。 

 以上でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １３番、牧田孝男君。 

○13 番（牧田孝男君） この監視については、各区の区民からの情報、あるいは区長さ

んからの情報なんかを受けて、その場に行って、いろんなことを確認している。あ
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るいはクリーンアップ大作戦というようなこともやっているということを今、お聞

きしました。 

 年２回のパトロールをやっているというのが、これが県なんかと連動するやつの

ことだろうと思うんですけれども、３番目の、どういうところというところが、ち

ょっとはっきりわからなかったのと、年２回というのが、いつといつやっているの

かというところが、よくわからなかったので、その、もっと詳しい説明をいただき

たいと思います、まず。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市民福祉部理事、坂東雅実孝君。 

○市民福祉部理事（坂東雅実君） この合同パトロールの実施場所でございますけれど

も、今現在、昨年、平成２３年度７月と１２月、２回実施をいたしております。 

 場所といたしましては、波松海岸沿い、あそこは結構不法投棄されやすい場所と、

恐れのある場所というところと、実は富津であったり風車付近、そういうところも

不法投棄されやすい場所ということで回っております。また、北潟湖周辺の道路、

国道３０５号線、それから吉崎の方へ向かう道路周辺、この辺も実施対象として回

らせていただいております。その後、実は創作の森近辺、あそこも小高い丘等々が

ございまして、その辺も実施をさせていただいております。それから、剣岳地区の

方へ行きますと、ちょっと山深くなって参ります。なかなか場所を特定するのが難

しい部分もございますけれども、国道周辺というのも車で不法投棄しやすい場所と

いうところで、その辺を重点にパトロールを行っております。 

 ちなみに、今年も来月、パトロールを予定しております。その場所についても、

その協議会の中できちっと協議させていただいて、また決定していくということに

なろうかと思いますので、ひとつよろしくお願いをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １３番、牧田孝男君。 

○13 番（牧田孝男君） 今の説明だと、ちょっと隠れているような場所、見つかりにく

いような場所に出かけていって、パトロールをしているということなんですけど、

当然のことながら、だれにでもわかるようなところには基本的に人は何もしないん

です。隠れてしまうようなところに、まさに捨てることによって自分の犯罪を隠す

というか、そういうことになると思うんですけど、先日、環境対策の方の特別委員

会の中でも問題になったような現場なんかでも、もう３０年前から捨てられていた、

不法投棄されていた状況が、ずっとあって、この不法投棄というのは、とにかく後

手後手にならないように、初めにきちっと落としまえをつけるということが一番大

切なんであって、それをいいかげんに対処していると、結局のところ、例えば瀬戸

内海の手島であるとか、あるいは敦賀のあの産廃問題とか、ああいう大きな問題に

膨れ上がっていく可能性があるわけで、とにかく迅速に対処するということが大切

だと思うわけであります。 

 それで、この前の特別委員会の中でも、ちょっと話になりましたけども、あるい
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は福井新聞なんかにも書いてありましたけれども、どっか一般のごみが捨てられて

いるところというのが、例えば、だれが捨てたかわからない。仮に、そこに自分の

名前が書いてあっても、その持ち主は、いや、業者に渡したんやと。その業者が、

また不法投棄してしまうというような、いろいろ迂回して捨てられているような場

所もあったり、それから今、自分ところに置いてあるやつというのは不法投棄では

ないんや、これは仮置きなんや、仮置きは違法ではないんやと、そういう論ぽうで

来るような業者もあるわけですね。そういうことを考えると、この投棄の問題とい

うのは、なかなか法律的に難しいところがあると思うんですけれども、例えば、仮

置きなんていうのは、具体的にどれぐらいまでやったら仮置きで、それ以上だと仮

置きではないというような、そういうふうな法的な何かというのがあるわけですか。

その辺、どうなんでしょう。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市民福祉部理事、坂東雅実君。 

○市民福祉部理事（坂東雅実君） 議員ご指摘のとおり、本当に、この不法投棄と言わ

れるものは、目につきにくい場所で現実起こっているのが実情でございます。 

 そういうところを、今回、私も初めてでございますけれども、この合同パトロー

ルの中で指摘をさせていただきたいというふうに考えております。 

 それから、今、仮置きのお話が出ましたけれども、こちらにつきましては、事業

用として使う場合、これにつきましては、事業が継続している間は、やはり、それ

は事業用の商品と、また、ものであるというふうなとらえ方として考えております。

今、法的根拠ということでございますけれども、これは廃棄物の処理及び清掃に関

する法律というのがございます。そちらの方で、基本的には、そういう事業用に供

しているものは、不法投棄と、またいうことは明示されてございません。あくまで

も事業用としての資材ということで、こちらの方は認識いたしております。 

 ただ、いつまでということでございますけれども、その事業が、実はある事情に

よって終了してしまったといいますか、そうした場合、後の問題が多分発生してく

るのかなというふうには考えております。そうしますと、事業者がいなくなるわけ

でございまして、そのまま放置されますと不法投棄というようなことにもなってこ

ようかと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １３番、牧田孝男君。 

○13 番（牧田孝男君） 事業者がいなくなってしまうって、不法投棄かと思いますとは、

だからどうなんですか。どういうふうな対処をするべきなのかということ。 

 それから、この前もちょっとありましたけど、いわゆる生活のごみなんか、産廃

じゃなくて、そういうものが谷間に捨てられて、それなんか、もう所有者が全然わ

からない場合というのは、その地係の地区の区長に、何か連絡して、その仕分けを

頼んで、そこへ市の方が取りに行くというようなことを、ちょっと説明していたと

思うんですけども、そういう場合というのは、例えばそれをするんであれば、いつ
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幾日までにしなさいとかいうような、きちっとしたものを、僕は当然、出すべきや

と思うんです。というのは、それはいろんな事情があると思いますけど、それを出

さないと、結局そのままの状態で月日だけが流れていくと。そして、そのごみの上

に、また草が生えてたりして、もう全然わからんようになってしまうと。だから、

表面はきれいなんだけども、中、内臓は悪い体になってしまう、あわら市が、そう

いう内臓が悪い体になってしまうというような可能性もあるわけで、そういういこ

とでいうと、やっぱりぴしっとした、期限限定の、そういうような厳しい指導とい

うものが不可欠ではないかなと思うんですけども、そのあたり、どうでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市民福祉部理事、坂東雅実君。 

○市民福祉部理事（坂東雅実君） 確かに、事業者につきましては、倒産等でいなくな

った場合というご指摘でございますけれども、ご意見でございますけれども、この

事業用に排出されるごみにつきましては、実は産業廃棄物という形になって参りま

す。私ども市といたしましては、先ほど申しました坂井健康福祉センター、県を通

じまして処理に当たるわけでございますけれども、そちらの方と協議しながら県の

指導をもとに、業者が不明の場合、非常に処理が難しい部分も実はあるわけでござ

いますけれども、事業者の追跡調査だとか、そういうところまで含めて、県の方と

協議して参りたいというふうに考えております。 

 また、生活ごみ、これは一般廃棄物と言われるものでございまして、これは市の

方で対応するということになるわけでございますけれども、確かに一つごみがあり

ますと、それから増えていくというのが現状だろうというふうに思っております。

それで、私どもも、やはりそういう意見が寄せられましたら、先ほど申しましたよ

うに、現場を、まず最初に確認いたしまして、土地の所有者であったり、その関係

する区長さんの方へご連絡をさせていただくと。確かに、いつまでに処理していた

だきたいということは、こちらの方、いろいろ各区の事情もございましょうし、そ

ちらの区長さん方とご相談させていただいて、実施していきたいというふうに考え

ております。できるだけ少ないうちに処理するのが、一番有効な手段であるという

ふうに思っております。 

 それと、一つ、蛇足ではございませんけれども、この不法投棄、これは実は犯罪

でございまして、一般ごみに不法投棄したものは、実は厳しい罰則が適用されます。

５年以下の懲役と１,０００万円以下の罰金ということで、これは２年ほど前だった

と記憶しておりますが、罰則規定が強化されております。それと、事業者が不法投

棄した場合は３億円以下の罰金という厳しい罪状を適用されることになります。こ

ういうものを、私どもも市民の皆様方に常々、広報活動等を通じまして意識づけを

していきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １３番、牧田孝男君。 

○13 番（牧田孝男君） 大体わかりました。 
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 一つは、年２回のパトロールかな、それであとは、いろんな寄せられた情報に対

して対処していっているのが、今の状態であるというふうな答えだったわけですけ

れども、例えば、僕が個人的にというか、たまたま現場というのを所管課に言うた

のが幾つかありますし、結局、それだけの日程的に限定することでもって、そうい

うパトロールというのが十分できているかというと、多分そうではないと思うんで

す。だから、ふだんの努力というか、そういうものが、ものすごい必要なんじゃな

いかなと思うし、そういうようなスケジュールというのも考慮していっていただき

たいということが一つと、それから、これもちょっと委員会の中で出たような気が

するんですけども、委員の方から、そういう不法投棄が悪質な場合というのは、法

的なことは別として、例えば、そういう業者というのを行政の広報とか、そんなも

のに、そういう名前を出すべきじゃないかという、そういうような意見もあったよ

うに思うんですけども、その辺は、どうなんでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市民福祉部理事、坂東雅実君。 

○市民福祉部理事（坂東雅実君） 一般ごみの不法投棄に関するパトロール、これが、

まだ不十分だというご意見でございますけれども、私どもも担当職員、外へ出まし

たときには、そういうところを、監視だとか確認をして歩くようにいたしておりま

す。ただ、年間的なスケジュール等々も今後、必要になってこようかというふうに

考えておりますので、それにつきましては前向きに検討させていただきたいという

ふうに考えております。 

 それから、事業者、悪質な不法投棄をした場合ということでございますけれども、

事業者が悪質だということになりますと、県の所管ということになりますけれども、

基本的には、そういう不法投棄をいたしました事業者に対して、撤去の指導勧告を

県の方が行っております。当然、市としても同席しながら、そういうことを行って

いただいております。それでも処理をしないということになりますと、例えば議員、

おっしゃられましたように、業者名の公表であったり、許可の取り消しというとこ

ろまで及んで参ります。そうしますと、事業者にとっては非常に大きなダメージと

いうことになるわけでございまして、ただ不法投棄、発見した場合、事業者がそれ

について処理をしているということであれば、経過観察等々でパトロールを強化す

るとともに、監視も引き続きしていくということで今、対応をさせていただいてい

るところでございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １３番、牧田孝男君。 

○13 番（牧田孝男君） 大体よくわかりました。 

 何でもそうなんだけど、見えないところが一番大事だと思うんです。見えるとこ

ろの化粧部分よりも、見えないところに一番大切なものがあるという、そういうこ

とで、理事が一番初めに言いましたように、今の世紀というのは環境の世紀である

というふうに言われているわけですから、このあわら市というところの土地は、個
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人財産ではあるけれども、それ以上に我々、共有の財産であるということ、そうい

う認識のもとに、みんなが一体になって、きれいさを維持するというか、そういう

摘発なんかを通じて、かけがえのないあわら市の大地という認識で頑張っていって

いただきたいというふうに思います。 

 一般質問を終わります。どうもありがとうございました。 

                                        

◇卯目ひろみ君 

○議長（向山信博君） 続きまして、通告順に従い、１４番、卯目ひろみ君の一般質問

を許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １４番、卯目ひろみ君。 

○14 番（卯目ひろみ君） 通告順に従いまして、私は花と緑のあるまちづくりについて、

質問と提案をしたいと思います。 

 先日、６月３日、金津創作の森で、花と緑の県民運動ｉｎあわらという催し物が

あり、私も参加させていただきました。子供たちと一緒にアジサイを植樹したり、

寄せ植えづくりをしたりと、とてもお天気のいい日でしたので、緑が美しく心が洗

われるような楽しいひとときを過ごさせていただきました。 

 西川知事がおっしゃっていましたが、美しい森林や緑を後世に残していかなくて

はならない。現在、６カ所で花の拠点づくりを進めているというようなことを話さ

れていて、その成功の鍵は、そのために市民参加型の構築をする必要があると話さ

れていました。私も、もうずっと前から同じようなことを思っていまして、そのこ

とには全く同感であり、今現在、私自身、微力ではありますが、仲間たちと力を合

わせて、町中、公園などで花を植えたり水やりを行っています。 

 花を見て怒り出す人はいないと言いますように、色とりどりの花や木のある美し

い暮らし、まちづくりは、私たちに活力と癒やしを与えてくれるものだと常々感じ

てもおります。 

 でも、一口にそうは言いましても、一方ではなかなか簡単ではないというのが現

実だと思います。まちに花や緑をといったことについて、理事者としては、どのよ

うに考えておられるのか、お聞かせください。 

 我があわら市を見てみますと、鳥瞰図的には田んぼ、畑、山、海、川、湖と自然

に恵まれたとてもよいところですが、点として見たときは、どうでしょうか。町中

を歩いていると案外、花や緑が少ないことに気づきます。各地区ごと、あるいは老

人会、婦人会などといった団体の方での花いっぱい運動といいますのは、神社、区

民間、地区の道路などが主で、これは地域の人たちのための花とも言えるのではな

いでしょうか。これはこれで大変にいいことだと思います。でも、私の考える町中

の花いっぱいとは、そこの雰囲気、場所、またシーンにマッチした花、それから花

木の配置を、市内全体をトータルで考えたまちづくり、そういったものを進めるべ

きではないかと思うのですが、いかがでしょうか。 
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 市民参加型といえば、ここに花を置かせてください、あるいは、また花を植えて

ください、水やりもお願いしますというのが確かに理想だとは思いますが、花が得

意な人、得意でない人、さまざまですから、必ず理想どおりにはいきません。また

水やりが苦手という人がいたとしても、それはそれで仕方のないことだと思います。

私は全体を考えたとき、いっそ花にかかわってもいいよという人を公募してはどう

かなと考えております。町中、公園などの管理で一般の人にはできない、そういっ

たところは、当然、業者にお任せしなければなりません。でも、花にかかわっても

いいという人たちの力をかりて、計画的に花を植えたり鉢植えを置いたりして、季

節を感じられるまちづくりを進めてはどうかと考えます。公募してはどうかという

のは、年間を通して地域を超えて、花いっぱいのために、もっと一般の人に協力を

してもらうことも大切なのではないかと思うからです。理事者の考えは、いかがで

しょうか。 

 これは、あくまで一つの体験談、例として聞いていただきたいし体験談なんです

が、えち鉄のあわら湯のまち駅前に花壇があります。かなり大きな場所です。３年

前ですが、もう草ぼうぼうの草林の中に、小さく哀れなサツキの木が、もうほぼ半

分枯れた状態になっていて、ずっと気になっていました。いつまでたっても変わる

気配がないまま、たまたま観光協会の方、また友人たちとで花を植えようという意

見が一致しました。それも勝手連でです。建設課に行き、許可をもらい、木を起こ

して土を入れてもらいました。花の苗は小学校の子供たちが育てているマリーゴー

ルドの無料配布の苗３００本をいただきました。でも、場所が広いので足りないん

です。足りない分は自分たちで買い足しました。秋が終わり、土に肥料をしっかり

と入れ、次の春には花壇いっぱいのポピーが咲くようにと秋に種をまいたのですが、

スギナに負けてしまい、何と皮肉にも緑の美しいスギナ林になってしまいました。

またすべての草を取り除いて、観光課が手配してくださった無料配布のマリーゴー

ルドの苗３００本と文化学習課の好意により、花いっぱい運動のベゴニアの苗１０

０本をいただき、植えました。足りない分は、また自分たちで苗を買い足しました。

観光協会の方も毎日水やりをしてくださり、それは見事な花壇となり、現在に至っ

ています。 

 ここで私が言いたいのは、花の好きな人が集まれば手はあるんです。手はあるの

ですが、それなりにちゃんとした花畑にしようとすると、原材料費が思うようにか

かってしまい、資金がない、これが現実なんです。花の苗、花木、肥料、土など、

原材料費にかかるお金ボランティアまでは、なかなかできないのが現実で、長続き

しません。これは、これまでの経験からかかわってきた多くのところで共通して言

えることです。手はあるんだけどと、皆さん、そうおっしゃいます。 

 ここで市の役割としてできること、それは市民参加を促すための仕掛けと、花の

苗など、原材料費の提供だと思うのですが、こういったことに取り組むお考えはあ

りませんか。 

 花植え、水やりなど、手としてのボランティアは、働く喜び、まちのために役に
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立つという喜びがあります。仲間づくり、またきずなを感じる喜びもあります。同

じ作業をしますから、その思いは、とても大きいです。官の持つ役割、民の持つ役

割が、うまくマッチすることで本当の協働になると私は思うのですが、いかがでし

ょうか。 

 季節ごとの花が咲くまち、それをつくり出すのは官民、お互いの協力があってこ

そだと思います。どのようにお考えになるでしょうか、お答えをお願いいたします。 

 一つ目の質問です。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 経済産業部長、嶋屋昭則君。 

○経済産業部長（嶋屋昭則君） 卯目議員のご質問にお答えします。 

 議員ご指摘のとおり、昨今、花いっぱい運動などの取り組みによりまして、まち

のあちこちで花を見かけるようになっております。また、議員ご自身も先頭に立た

れまして精力的にお取り組みいただいていることに対しまして、心から敬意を表し

ますとともに感謝申し上げるところでございます。 

 さて、現在、市が検討いたしておりますのは、北陸新幹線金沢開業を見据え、芦

原温泉駅におり立つ観光客、またあわら温泉の宿泊客の方に、いかにしてまち歩き

を楽しんでいただけるかということを考える中で、花をテーマに何かできないかと

いうことでございます。 

 例えば、住宅街の路地をあふれんばかりの花で埋め尽くすということもございま

すが、これまでのようなプランターによるものだけではなく、より立体的な手法を

取り入れることによりまして、ここはバラ、また、ここは英国風、また、ここは和

風といった具合に、路地ごとにテーマの異なる花通りをつくり出すことによりまし

て、これ自体を観光の対象とするということなどを考えてございます。 

 とはいえ、議員言われておりますように、一朝一夕には、そこに住まわれる皆さ

ん方のご理解とご協力を得られないであろういうことは、行政としても感じている

ところでございます。これにつきましても議員ご指摘のとおりでございます。また、

苗代、材料費などにつきましての費用の問題もあろうかと思います。 

 そこで、今検討してございますのは、県の補助事業で活用できそうな事業を抽出

いたしまして、事業の採択が受けられるように関係各課が検討しているところでご

ざいます。 

 いずれにいたしましても、官だけでできることではございません。市民を挙げま

して、あわら市を訪れる観光客をもてなすという思いが不可欠でございますので、

可能なところから着手いたしまして、平成２６度末の金沢開業に照準を合わせた取

組みに育て上げて参りたいと考えておりますので、卯目議員には、今後とも、ご尽

力とご助言を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 取りかかりまして、その後、あくまでも継続的な取り組みというのが重要でござ

います。これらを十分考え合わせまして、早急に検討して、計画づくりに取り組ん

で参りたいと考えてございますので、ご理解のほどを、よろしくお願い申し上げま



 

63 

す。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １４番、卯目ひろみ君。 

○14 番（卯目ひろみ君） 今、大変お褒めいただいたんですが、これはありがとうござ

います、ありがたいんですが、先頭に立っているんじゃなくて、仲間としてみんな

で、本当に一緒にやっています。そのことはご理解いただきたいと思います。あり

がとうございます。 

 それから今、県の事業のお話があったんですが、具体的に何か進んでいるような

感じで今、お聞きしたんですが、それでよろしいんでしょうか。いつごろ取り組む

とか、何かそういうことはあるんでしょうか、お聞きします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 経済産業部長、嶋屋昭則君。 

○経済産業部長（嶋屋昭則君） お答えいたします。 

 先ほど、卯目議員も言われましたように、先日行われました緑と花の県民運動大

会、この中で福井県知事の方から、今年度から花づくりの拠点の取り組みに取りか

かるということがございました。こういう中で、県内６カ所、この中に芦原温泉駅

周辺、また三方五湖周辺等が入っていると伺っております。まだ具体的なお話には

至っておりませんが、これらのことを踏まえまして今後、県ご当局と協議させてい

ただきながら、この中での補助金の活用、また原材料等の支給につきましても今後、

協議して参りたいと考えてございます。具体的には、これからの話でございます。

よろしくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １４番、卯目ひろみ君。 

○14 番（卯目ひろみ君） これからだということなので、それには期待したいと思いま

す。 

 でも、花を育てるというのは、今言ったから、すぐできるというものではありま

せん。これが、もし今年度から取り上げられていくとしましても、ボランティア公

募をするという、そのことは、やはりできるだけ早く考えていただいて、今のその

何か事業のほかにも、今実際に現在進行形で進んでいるものがありますので、花づ

くりとかやっていますので、できましたら、そういうボランティアの募集といいま

すか、そういうのを早く立ち上げてしていただけるといいのではないかなと思いま

す。 

 その前に、やはりこれまでどおり、地区の中での花づくりですとか、そういうの

も同時進行で、やはり進めていかなくてはいけないと思うんですが、今、花いっぱ

い運動というのをやっておりますね。各地区に苗を分けてやるんですが、そういう

ものが予算的には、どうなんでしょうか。今みたいなことがあると、こっちの方の

花づくりのというのは、予算が減らされていくとか、そんなことはないんですか、

お聞きします。 
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（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 経済産業部長、嶋屋昭則君。 

○経済産業部長（嶋屋昭則君） これは、今現在の計画でございますが、現在取り組ん

でおります花いっぱい運動につきましては、これは各地区での広がりも続いてござ

いますので、これは継続した形の中で続けさせていただきたいなと。予算的にも、

そのような形で持っていきたいなと。 

 ただ、県の補助事業につきましては、恐らく永続的なものではないかと思います。

取りかかりの支援をしていただくという中で、何年間、補助を受けられるかわかり

ませんが、その後につきましては、これは市として取り組んでいくべき事業だと考

えてございますので、現在のところにつきましては、花いっぱい運動につきまして

は、そのままの継続の形。また、新たに、これから取りかかろうという事業は、ま

た別ということで、全体的な町じゅうを花いっぱいにしていくというような形の中

で取り組んでいかさせていただきたいと考えてございますので、よろしくお願いい

たします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） １４番、卯目ひろみ君。 

○14 番（卯目ひろみ君） 嶋屋部長の言うとおりだと思います。 

 花は、例えば一年草という花がありますが、その花は、植えて、花が咲いたら、

また全部取ってしまって、また苗を植えるんですね。そうしますと、花というのは

お金を捨てるみたいなものなんですね。ただ、それで全部をするのではなくて、さ

っきおっしゃったようなバラの花ですとか、そういう長くもつ宿根草みたいなもの

で最初、きちっと計画を立てて、そのもとをつくってしまうといいますか、そうい

うことが、是非必要だろうと思います。そのためにも、是非いい事業になりますよ

うに、これは期待するところです。 

 先日の県民大会のときにですが、標語がありまして、その標語に、こういうのが

ありました。優秀賞に輝いた金津東小学校５年生、和田良太君の標語ですが、「未来

へとつなげるその手で植えてみよう」というものです。本当に、このとおりなんで

す。まず植えること、それから、そのための行動を起こすこと、それが未来社会へ

のプレゼントになるのではないかなと思っておりますので、どうぞ、これが長く続

いて、ああ、我々のまちに行けば花がいっぱいやねとか、あそこへ行ってみようと

かいうようなまちになるように、私たちも、是非協力して、お互いにやっていきた

いと思っております。 

 質問を終わります。ありがとうございます。 

                                        

◇山川知一郎君 

○議長（向山信博君） 続きまして、通告順に従い、８番、山川知一郎君の一般質問を

許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 
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○議長（向山信博君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） 日本共産党の山川知一郎でございます。２点にわたって質問

をさせていただきます。 

 第１はデマンド交通についてでございます。 

 ４月に議会報告会を各地で行いましたが、この議会報告会の中で一番いろいろ質

問が出たのがデマンド交通の問題であるというふうに思います。４月から、この事

業が始まっておりますが、２カ月間を経過してが登録者数や利用者数はどうなって

いるでしょうか、まず伺います。 

 それから、この議会報告会では、デマンド交通に対する苦情や意見がたくさん出

されました。この場で出された意見については、担当にところに伝えられていると

思いますが、これらの意見に対してどのように対処されているのか伺いたいと思い

ます。 

 担当の所管は、経過を見ながら改善していきたいと言っておられますが、すぐで

きることはすぐやることが大事だというふうに考えます。登録手続きの簡素化、利

用者への対応の改善、それから高校生の通学対策等は、すぐできることではないで

しょうか。特に高校生の通学対策は直ちに改善しなければならないと考えます。ど

のように対応されるのか、伺います。 

 さらに、運行時間の拡大、停留所の増設、利用料の引き下げを求める意見も多く

出されました。これらに対する市長の見解を伺いたいと思います。 

 また、剱岳地区から丸岡へはデマンド交通を利用できるということになっている

と思いますが、住民には余り周知徹底されていないように思います。制度の周知徹

底にも、更なる努力をお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 さらに、この２カ月間の現状を踏まえて、今年度の事業費見通し、一応予算は３,

９００万となっていると思いますが、年間の事業費はどのようになる見通しでしょ

うか、伺いたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市民福祉部理事、坂東雅実君。 

○市民福祉部理事（坂東雅実君） 山川議員のご質問にお答えをいたします。 

 まず、デマンド交通の登録者数につきましては、本年３月から登録を開始してお

りまして、５月末現在で１,７５０人となっております。 

 また、利用者数につきましては、４月は稼働日数２０日で７４５人、１日平均３

７.３人と、また５月は稼働日数２１日で１,２０４人、１日平均５７.４人となって

おりまして、順調に増加しているところでございます。 

 次に、今年度の事業見通しにつきましては、この事業について、更なる周知徹底

を図りまして、より多くの人に利用していただくことで、平成２３年度のコミュニ

ティバスの１日平均利用人数６７人でございましたけれども、それを上回る実績と

なるのではないかというふうに考えております。 

 また、改善要望に対する対応につきましてでございますけれども、利用者の皆様
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から市や事業者に直接寄せられる要望というのもございます。議員の報告会でも、

いろいろとご提案あったようでございますけれども、私どもに直接寄せられる要望

や現在、各区長の方にお願いしています停留所に関する調査だとか、区民のご意見

というのもお願いしてございます。これらのご意見を取りまとめまして、停留所に

つきましては１０月をめどに、その他の改善要望につきましてはタクシー事業者と

の協議をしながら、来年度以降に対応させていただきたいと考えております。 

 最後に、利用促進につきましては、これまでも各地区の集会や老人クラブの集会

等で説明会を開催して参りました。今後も引き続き説明会の開催であったり、ケー

ブルテレビ、広報あわら等を通じて広く広報活動をしていきたいと考えております

ので、よろしくお願いをいたします。 

 以上でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） 利用者は順調に増えているということでありますが、この利

用者は、どこの地域からどこへというのは、わかるでしょうか。わかれば、ちょっ

と回答をお願いしたいなというふうに思います。 

 それから、停留所の増設については、１０月をめどに、その他のことは来年度以

降ということでしたが、登録手続きの簡素化、それから利用者への対応の改善、こ

れは特に今、コールセンターというんですか、予約をするところ、電話してから１

時間後ということになっておりますが、時間どおり来ないとか、そういう苦情もあ

りますし、それから運転手の対応が悪いというような意見もあります。それから、

高校生の通学対策、こういうものについては、これはすぐできることではないかと

いうふうに思うんですが、これらについては、どうされるのか、もう少し、再度伺

いたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市民福祉部理事、坂東雅実君。 

○市民福祉部理事（坂東雅実君） まず１点目の利用者の皆様方の行程、停留所から停

留所と、どういう利用されたのか、また地区ごとの利用状況ということでございま

すけれども、私ども、今、集計をしているところでございます。事業者から報告が

ございますのが手で書いた報告書でございまして、そちらの方を今現在、集計をい

たしております。いましばらくお時間をいただきたいというふうに考えております。 

 それから、登録手続きの簡素化というご質問もございましたけれども、実は、こ

のデマンド交通が始まりました当初、市役所での登録申請ということでスタートし

て参ったわけでございますけれども、今現在、一部変更をいたしまして、各地区の

公民館にも登録等の申請書を配布させていただいて、そちらでも申請できるように

手配をしているところでございます。 

 それから、各区長さんの方にも、この登録申請書、お送りをさせていただいてお

ります。ある区の区長さんからご連絡をいただきまして、ご本人、確認していただ
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ければ代理申請で構いません。取りまとめていただいて、ご報告ということも今、

させていただいているところでございます。 

 それと、あとコールセンターということで、１時間待ちということも私どもの方

に報告は入ってございます。これにつきましては、本当にご利用なされた市民の皆

様には、おわびをする必要があるわけでございますけれども、配車ミスということ

の報告は受けてございます。これらにつきましては、事業者の方に強く指導いたし

ておりますので、今後は、こういうことが発生しないように今、お願いしていると

ころでございます。 

 それから、運転手の対応だとか、いろいろご意見あったわけですけれども、これ

らにつきましても今月、実は事業者等との打ち合わせがございます。その中で、今

回いただきました市民の皆様方のご意見だとか区長さんからのご意見等々につきま

しては、事業者にも報告させていただいて協議をして参りたいと、改善すべきとこ

ろは改善していきたいというふうに考えておりますので、ひとつよろしくお願いを

いたします。 

 それから、高校生の利用ということでございますけれども、実は、こちらの方、

このデマンド交通、スタートする前から、いろいろと議論をさせていただいており

ます。また協議もさせていただいておりますけれども、実は、これはデマンド交通

の運行時間、８時から５時までということでございまして、これにつきましては、

実はタクシー事業者との関係で、タクシー事業者が利用頻度が高い時間帯は、でき

るだけ避けていただきたいという要望も、実はございました。それと、市内の高校

に通っている生徒のことも調査をさせていただいております。また、以前、コミュ

ニティバスの実態調査というのもさせていただいております。 

 確かに、市内の高校に通う方は数名いらっしゃったわけですけれども、そうしま

すと今度、市外へ通学する高校生の対応だとか、いろんな問題が出てくるわけでご

ざいます。そういう意味から、今回は高校につきましての通学のデマンド交通とし

ての利用については、今現状のとおりとなったわけでございます。これらにつきま

しても再度、運用時間の拡大、それらについてタクシー事業者とも協議をして参り

たいというふうに考えておりますので、ひとつ、ご理解をお願いしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） 高校生の問題については、まずちょっと実態をよくつかんで

いただきたいなと。例えば、剣岳地区などは、もうほかに公共交通機関は何もござ

いませんので、もう、あとは結局は親が送り迎えするしかないということになるわ

けですが、市内の高校に通っている者、市外の高校に通っている者、それぞれどれ

くらいいるか、そういう実態をつかんで、是非対応を考えていただきたいなという

ふうに思います。 

 それから、登録の問題ですが、区長にも登録の用紙を送ってあるとおっしゃった

かと思いますが、それぞれの区で、だれが登録しているかということは区長には言



 

68 

っているんでしょうか。私は当然、利用対象になるなと思うような方でも、手続を

せずにおられるという方もいるということを聞いておりますので、区長さんの方か

ら、できれば、こういうなの、あるんやから使ったらどうですかと、一声かけても

らうということが非常に大事ではないかなというふうに思いますので、その点は、

どうなっているでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市民福祉部理事、坂東雅実君。 

○市民福祉部理事（坂東雅実君） 登録用紙につきましては、各区長さんの方へ、実は

送らせていただいております。先月の区長配布に合わせまして、停留所の調査と申

請書、それから停留所の地図、それからパンフレット、この一式を各区長さんの方

にお送りさせていただいております。 

 ただ、区長さんへの名簿提出ということになりますと、個人情報の問題が実は出

て参ります。登録者名簿を提出するのは差し控えさせていただきたいというふうに

考えておりますし、ただ、各地区の登録者数、各区の登録者数につきましては、私

どもの方から各区長さんの方にお送りをさせていただいております。先ほど申しま

した地図であったり、停留所の一覧であったり、それと同時に送らせていただいて

おります。そういう意味で、自分の区が何人登録されているのかは確認できるとい

うふうになっておりますので、できましたら区の集会等々でだれが登録しているか、

ご確認いただけるのが、一番ありがたいというふうに考えておりますので、よろし

くお願いをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） 個人情報もあるんですが、私は利用促進とか、そういう点か

らすると、余りそれにこだわると、かえってまずいんではないかなというふうに思

っております。そこは今後、できるだけ登録、進むように、是非配慮をお願いした

いなと思いますが。 

 もう１点、剣岳地区から丸岡ですが、現状は丸岡の停留所は丸岡支所の近くの今

のバス停といいますか、あそこ１カ所になっていると思いますが、あそこですと、

例えばスーパーマーケットとか、それからどこか医者というのも、すぐ近くではな

いんですね。みんな、あそこから相当歩かなあかんということになるので、是非、

ちょっとそういう医者とか、スーパーの近くとかに停留所を増設をしていただきた

いなというふうに思うんです。確かに、あのバス停は交通の結節点ですけど、そう

いう利用者は、どこに行くにも、あそこから歩いていかなあかんということになり

ますので、そこは、是非何とか改善していただけないかなと思いますが、いかがで

しょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市民福祉部理事、坂東雅実君。 

○市民福祉部理事（坂東雅実君） 議員のご指摘のとおり、今、剣岳地区から丸岡の元
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丸岡町の庁舎横でございますけれども、バスターミナルがございます。そこ１カ所

を指定させていただいているところでございます。 

 ただ、私ども今、あわら市内につきましては、公共施設であったり、各区からの

ご要望に基づいて停留所を設置させていただいております。それとあわせまして市

内の医療機関、それから整骨院等々、またマーケット等々、いわゆる店舗と言われ

るところも停留所として指定をさせていただいているところでございますが、丸岡

の方面、それぞれ、そういうところまで指定いたしますと、これは、もう通常のタ

クシー事業という形でお願いいたしたいというふうに考えております。 

 今、このデマンド交通、私ども、利用していただきますと、タクシー事業者のド

アの側面にあわら市のマスコットをつけてございます。あわら市のデマンド交通の

タクシーが他市を走り回るというようなことは、現段階では非常に難しいというふ

うに考えてございます。これらにつきましても、ご意見として、近々地域公共交通

会議という、そこでもお話し合いはさせていただきますけれども、現段階では非常

に厳しいものというふうに考えておりますので、ひとつよろしくご理解をいただき

たいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） 丸岡の件は、是非ちょっと前向きに今後、検討をしていただ

きたいなというふうに思います。デマンド交通は、特に剣岳のような周辺部過疎地

にとりましては、本当にもう唯一の足でありますので、是非、より、特に交通弱者、

高齢者などが利用しやすいようなものに改善をしていっていただきたいなというふ

うに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 では、二つ目の問題に移りたいと思います。 

 湯のまち広場の一角にある屋台村につきましてですが、夜中まで飲食する客が大

きな声で話をしたりで、やかましいとか、それから、周辺の民有地へ不法に駐車を

して困るとか、それから、今の屋台村は景観上、どう見てもふさわしくないという

ような苦情が寄せられております。 

 さらに、屋台村ができたために売り上げが減ったと。なぜ、屋台村に市が支援を

するのかという意見もあります。 

 昨年、湯のまち広場が整備されましたが、屋台村については整備区域から除外さ

れ、駐車場の利用も原則的には禁止されております。市が、屋台村を積極的に支援

しようとしているのか、それとも廃止したいと思っているのか、理解できません。 

 私は、湯のまち広場の整備が問題になったときに、あそこへ来るお客さんが飲み

食いをする場所として、あそこも整備計画の中に入れて、あの１０店舗全部をカバ

ーするような屋根をつけて、景観上も、あれにふさわしいものにしてはどうかとい

う意見を申し上げましたが、それは全く無視されまして、結局、あの広場の整備計

画から除外をされて、今日に至っております。 

 改めて伺いたいと思いますが、屋台村設置の目的は何だったでしょうか。また、
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その目的はどの程度達成されたのでしょうか。また、現状を踏まえて、今後、どう

されるつもりでしょうか。また、特に苦情が来ております騒音や不法駐車について

は、どう対処するのか伺いたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 経済産業部長、嶋屋昭則君。 

○経済産業部長（嶋屋昭則君） それでは、山川知一郎議員のご質問にお答えをいたし

します。 

 湯けむり横丁につきましては、あわら温泉への誘客をはじめ、屋台を通しまして

の観光客と店主や地元の人との交流などを目的といたしまして、平成１９年１２月

から、あわら湯けむり創生塾が運営を行っているところでございます。 

 オープンから平成２３年度末までの入り込み客数につきましては、約１９万４,０

００人となっており、温泉街のにぎわいづくりなどに大きく貢献しているものと考

えておるところでございます。 

 ご指摘の景観上の問題につきましては、あわら温泉湯のまち広場の造成にあわせ

まして、湯けむり横丁の周辺に樹木を植栽し、自然な風景になるよう配慮をいたし

て、広場の造成を行っている経緯もございます。 

 また、他の店舗に対しましての協力といたしまして、他店の紹介や企画物などを

置きまして情報の共有化を図りまして、お客様が他店にも回るように努めておりま

す。 

 さらに、広場駐車場の使用につきましては、商工会からの要望等もございまして、

現在、９時から開放いたしまして、広場駐車場の使用が終了となる午前０時には、

駐車場の施錠を湯けむり横丁の出店者が自主的に行い、駐車場の管理にご協力をい

ただいているところでございます。 

 なお、湯けむり横丁周辺の道路における違法駐車につきましては、あわら警察署

により、パトロールや違法駐車できないようカラーコーンを設置するなどの対応も

実施していただいているところでございます。今後とも、あわら警察署と連携して

違法駐車がなくなるよう取り組んでいきたいと考えております。 

 また、今ほどご指摘いただきました民地への駐車等に関しまして、また大声での

騒ぐような、こういう状態につきましても、湯けむり横丁の出店者に対しまして、

お客様に注意を呼びかけるよう、創生塾の方からお願いをしているところでござい

ますし、これも継続して、そのような指導に当たって参りたいと考えているところ

でございます。 

 このように、市といたしましても、今後とも運営主体であります、あわら湯けむ

り創生塾と十分に連携を図りながら、周辺住民の生活に十分配慮しながら温泉街の

にぎわいあふれる場所といたしまして発展させていきたいと考えてございますので、

ご理解たまわりますよう、よろしくお願い申し上げます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ８番、山川知一郎君。 
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○８番（山川知一郎君） 今の答弁で、湯けむり横丁屋台村は、お客を引っ張るといい

ますか、にぎわいをするという目的で、それなりの成果があるというようなご回答

だったと思いますが、これは、ちょっと私、違うんじゃないかなと。そもそも、湯

けむり横丁を設置したのは、あわらのまちの中の空き店舗対策として、あそこで、

湯けむり横丁で商売を一定期間していただいて、それなりに基礎ができた方は、積

極的にまちの中の空き店舗を使って営業していただく、そういう目的でたしか始ま

ったというふうに思っておりますが、その点はいかがですか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 経済産業部長、嶋屋昭則君。 

○経済産業部長（嶋屋昭則君） 今ほどのご指摘でございますが、確かに議員言われま

すように、空き店舗対策というのも大きな目的の一つでございます。まず活性化を

図りまして、温泉街の活性化、またにぎわいづくりを図りまして、さらにはそこで

出店者につきましてはお店を出していただきまして、ある程度のお客さんといいま

すか、めどがついた段階で空き店舗の方に出店をしていただくと、これも重要な目

的でございます。 

 そういう中で、今のところ、空き店舗への出店というのは１店にとどまっている

ところでございます。ほかにも出店計画があったことは確かでございますが、今の

ところは実現していないというような状況にございまして、今後も、あそこの出店

者の方々に、あわらの温泉街、またこちらの金津市街の方でも空き店舗がございま

すので、そこへの出店を商工会等を通じまして積極的に呼びかけて参りたいと、こ

ういうことは、先ほどの答弁の中から漏れましたんですけども、市として考えてご

ざいますので、ご理解いただきたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） 私は、たしか最初、あの計画が発表されたときは、そういう

空き店舗対策というのが中心の目的であったというふうに思っております。それで、

４年ちょっとたちまして、今までには市内の空き店舗へ出店した方は１店だけとい

うことですが、その空き店舗はたくさんあるにもかかわらず、なかなか、そこの利

用が進まないと。これの原因については、どのように考えておられますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 経済産業部長、嶋屋昭則君。 

○経済産業部長（嶋屋昭則君） お答えをいたします。 

 まず第１点目には、資金面の問題があろうかと思います。これにつきましては、

空き店舗対策といたしまして、市の方で商工会の方に委託いたしまして空き店舗対

策事業を、いろいろやってございます。その中に助成等も行っております。そうい

う中で、資金面等につきましては、いろいろ今後につきましては支援をしていきた

いという考えもございます。 

 また、これは具体的になりますが、その空き店舗へ出店しようとする際に、やは
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り競合といいますか、そういう中で同種類の店が近くにあるような場合ですと、な

かなか、その地元の理解を得られないという実情もございます。その辺に関しまし

ても、商工会を通じまして、屋台村の方に出店されている方につきましては現在、

商工会の方に皆さん、入っておられます。そういう関係もございまして、なるべく

スムーズに空き店舗の方に出店ができるような、そういう対策も講じて参りたいと

考えてございますので、ご理解いただきたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） 私は、そもそもこの計画にいろいろ問題があったのではない

かなと。今おっしゃるように、あそこに出店されておられる方は、全部飲食関係で

すよね。あわらのまちの中にも、たくさん飲食店があると。だから当然、まちの中

の飲食店は、近くにさらに飲食店が増えるということについては、余り歓迎はしな

いということだと思うんですね。だから、空き店舗は、やっぱり別の業種でやって

もらうとか、そういうことも考える必要があるのではないかなというふうに思いま

す。 

 現状は結局、当初の目的には、余り達成されていないということですし、だれが

見ても、景観上も何だという、どう見てもふさわしくはないというふうに思います。

それにもかかわらず、ずるずると市が支援をして、安い家賃であれを続けるという

ことは、非常に問題があるのではないかなと私は思います。 

 一体、私はあれを続けるのであれば、やっぱりきちんとあの場にふさわしいもの

に、景観上もきちっとしたものにする必要があるなというふうに思いますし、駐車

場等の問題も解決をする必要があるというふうに思いますが、市長は、これからあ

そこを、まだ引き続き、ずっと継続してやっていこうと考えておられるのか、目的

は余り達成されてないということで、いいかげんなところでやめようと思っておら

れるのか、そこらはいかがでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） まず、はっきりしておきたいんですけれども、議員は目的は達

成されていないとおっしゃいましたけども、温泉街のにぎわいづくりという、もう

一つの目標は、かなり私は達成されているというふうに思っております。 

 空き店舗に誘導するという話ですけども、仕組み上は確かにそういうことになっ

ておりますけども、先ほど部長が申し上げたような理由もあってか、なかなか進ん

でいないというのが実態であります。それを今後、どう進めるかということは、こ

れは大きな課題だろうというふうに思っております。 

 空き店舗を埋めるという目的だけなら、屋台村というような迂遠な方法をとらな

くても、直接空き店舗を埋める業者に対して、市が直接支援すればいいわけですか

ら、それだけの目的のはずはありません。そういうふうにして考えていただきたい

と思います。 
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 あと、見た目の、だれが見ても景観上、ふさわしくないとおっしゃいましたけど

も、これは、やや個人差があるのかなと。私なぞは、ああいう少しかいわい性を醸

し出しているような雰囲気としては、私は決して温泉街にとって目ざわりな施設と

いうふうに私は感じておりません。 

 この前、あの公園を使って、ごっつおまつりが開催されました。あのとき、非常

に驚くほど多くのお客さんが来ていただいたんですが、あのときに私も屋台村の方

にも、ちょっと回って見ておりましたが、屋台村の方に訪れているだけのお客様も、

かなり多かったです。そのときに、いろいろとお話を伺いますと、こういうところ

があるのは知らなかったとか、あるいは何年か前から、よく来ているとかいうお客

さんの声が、非常に私は感じました。むしろ、あのごっつおまつりを通じて、あわ

ら温泉には屋台村があるというＰＲが、逆にできたんではないかなというふうにさ

え思っているところです。決して、私は現時点におきましても、あの屋台村が、あ

わらの観光地として、にぎわいづくりにマイナスどころか、大きな力を発揮し続け

ているというふうに思います。 

 ただ、議員ご指摘のように、比較的安い家賃で来ていただいているということも

ありますので、いつまでがいいかということは、ちょっとこれは今後の検討課題か

と思いますけども、やはり温泉街の活気を取り戻すためには、当面は必要なんでは

ないかなというふうなのが、今のところの印象です。 

 特に今、たびたび話、出ておりますけども、平成２６年度末には新幹線の金沢介

入がございますので、今、まちづくりは平成２６年に向かって、もうすべての照準

を合わせております。そういうことも考えますと、もうちょっと様子を見ないとい

けないのかなというふうに今、思っているところです。 

 以上です。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） 市長は、それなりの効果はあるということでございますが、

ちょっと細かいことを伺いたいと思いますが、今、たしか、私が聞いているところ

では、あそこに出店されている方は家賃が月５万円、３年契約というふうに聞いて

おりますが、それでよろしいですか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 経済産業部長、嶋屋昭則君。 

○経済産業部長（嶋屋昭則君） 創生塾と出店者等の契約は、そのような内容かと思い

ますが、市と直接使用を許可しております創生塾との間では、もう既に減免措置と

いうのは行っておりませんので、固定資産税から評価いたしました賃貸料といいま

すか、それに基づきます使用料は、創生塾の方からいただいております。ただ、創

生塾と店主さんとの間での契約は、そのような形かなと思いますけど。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ８番、山川知一郎君。 
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○８番（山川知一郎君） 創生塾と市との間での契約に基づく地代といいますか使用料

というのは、幾らですか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 経済産業部長、嶋屋昭則君。 

○経済産業部長（嶋屋昭則君） この使用料につきましては、先ほど申し上げましたよ

うに、固定資産税の評価額から割り出しを行いまして試算いたしました月４万７,０

００円でございますか、これをいただいているという状況でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） 固定資産税等の評価から割り出して、月４万７,０００円とい

うことですが、ちょっと私は妥当か、少し安すぎるんではないかなという気もしま

すが、それはそれといたしまして、市長は景観上、余り問題ないと思うとおっしゃ

いましたが、あの周りは舗装もされてませんよね。砂利敷きのままと。私は、どう

見ても、あの広場全体は、いろいろ植栽をしてきれいになりましたが、あそこだけ

は舗装もしないし植栽も一番外側だけと。むしろ何か広場と屋台村の間にも、ずっ

と木が植えられまして、あそこは何か広場とは別のものだというような印象を与え

るというふうになっていると思うんですね。どうしても続けるということであれば、

やっぱりきちっと、少なくとも広場と一体感のあるようなものにする。 

 それから、あれはコンテナを利用してますので、何か黒っぽいそのままになって

ると思いますが、そういうものも、やっぱり私は、これは感覚の問題かもしれませ

んが、あの広場とマッチしているというふうには思えません。そういう点は、是非

今後、考えていただきたいなと思いますが、今言いましたように、あそこに出店し

ている方は、月家賃５万円で営業していると。当初の、そういう空き店舗対策とい

う点から見ると、余り成果も上がっていないと。周りの飲食店からは、そういう苦

情が出ておりますし、なぜ、あそこだけ同じ飲食店で、そういう安い家賃で、とい

うことは、市がそれだけ支援をしてやるのかと。そんなら、町中の飲食店にも支援

をしてほしいというような声が出てくるのは当然ではないかなというふうに思いま

す。 

 そういう点では、一応３年契約ということですから、契約の途中で出ていけとい

うわけにはいかんでしょうから、やっぱり早くきちっと方針を、先ほどの市長の発

言では２６年までは少なくとも何か継続するように受け取りましたが、やっぱり少

なくとも３年先ぐらいを見通して、どうするという方針は、早く示すべきではない

かなと。あそこに出店している方も、突然、来年で出ていってくださいよと１年前

ほどになってから言われても困るというふうに思いますので、早く方針をきちっと

示して対策を立てるということが必要だということを申し上げて、私の質問を終わ

ります。 

                                        

   ◎散会の宣言 
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○議長（向山信博君） 以上で一般質問を終結いたします。 

 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。 

 明日から２４日までは休会とし、休会中に付託されました案件について、それぞ

れ常任委員会の審査をお願いいたします。 

 本会議は、６月２５日、再開をいたします。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

（午後２時 46分） 

                                        

  地方自治法第１２３条の規定により署名する 

 

  平成２４年  月  日 

 

               議  長 

 

               署名議員 

 

               署名議員 
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整備工事（建築工事）） 
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   ◎開議の宣告 

○議長（向山信博君） これより、本日の会議を開きます。 

○議長（向山信博君） 本日の出席議員数は、１７名であります。 

 杉田 剛君は欠席の届け出が出ております。 

 よって、会議の定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

○議長（向山信博君） 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

（午後１時 30分） 

                                        

   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（向山信博君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、１３番、牧田孝男君、

１４番、卯目ひろみ君の両名を指名します。 

                                        

   ◎議案第５６号から議案第５９号、陳情第２号の 

委員長報告・総括質疑・討論・採決 

○議長（向山信博君） 日程第２から日程第６までを、会議規則第３５条の規定により、

一括議題とします。 

 これらの議案につきましては、各常任委員会に付託し、審査願っておりますので、

各常任委員長より、その審査結果の報告を求めます。 

○議長（向山信博君） まず総務文教常任委員長より報告願います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 総務文教常任委員長、三上 薫君。 

○５番（三上 薫君） 総務文教常任委員会の審査の報告を申し上げます。 

 当委員会は、去る６月１４日、１５日の２日にわたり、市長、副市長、教育長及

び担当の部課長の出席を求め、当委員会に付託されました議案第５６号、平成２４

年度あわら市一般会計補正予算（第２号）所管事項のほか１議案、陳情第２号につ

いて慎重に審査いたしました。 

 審査の結果、議案２件については、いずれも所要の措置であり、挙手採決の結果、

賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 陳情第２号については、挙手採決の結果、挙手小数、不採択と決しました。 

 まず、議案第５６号、平成２４年度あわら市一般会計補正予算（第２号）所管事

項について所管課ごとに申し上げます。 

 まず、総務課所管について申し上げます。 

 国際交流推進費に関して、中国紹興市との３０年間の交流の成果について問いが

ありました。理事者からは、国際交流の成果は形で見えるものではなく、毎年の積

み重ねが将来的にいろいろな形であらわれるものである。人的交流が中心であり、

中学生の派遣により国際感覚を養うとか、中国から多くの方があわら市に来ていた
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だいている。今後は、中国は巨大な観光市場でもあり、観光客の誘致、産業面での

交流も進めていきたいと考えているとの答弁がありました。 

 また、中学校の海外派遣交流であるが、金津はアメリカ、芦原は中国と行き先が

固定されているが、今後も続けるのであれば、派遣先については両中学校から募集

してはとの問いがありました。理事者からは、それぞれの交流先で出し物を披露す

るが、その練習にある程度の時間が必要であり、各中学校から練習となると日程調

整が難しいが、教育長自身はそのような派遣の意向は持っているとの答弁でありま

した。 

 防犯灯設置事業補助金、ＬＥＤに関する問いがあり、単価的には１機当たり４万

円前後であり、補助の対象としては新設かＬＥＤ化が対象であるが、ＬＥＤの照度

を上げるための交換は対象になるとの答弁がありました。防犯灯の補助については、

今年度当初予算１０８万円、今回の補正１４０万円を合わせて２５０万円になるが、

防犯対策に力を入れていると答弁がありました。 

 また、自主防災組織に関して、現段階では区の半数以上で設立されたが、今後は

ネットワークづくり、情報交換等の考えはないかの問いがあり、現段階では考えて

いないが、今年度も各区に対し消防署と立ち上げの要請を行い、組織が増えれば連

絡協議会等の立ち上げも考慮するとの答弁がありました。 

 次に、政策課所管について申し上げます。 

 コミュニティ助成事業補助金について、今回、防災と一般の二つであるが、毎年

二つ採用なのかとの問いに、理事者は、必ずしもそうとも限らない、要望を重ねる

ことで採択されるよう取り組んでいるとの答弁がありました。 

 災害対策で田中温泉区のほかに採用区はなかったのかの問いに対して、２３年度

は東温泉区、２２年度はなく、２１年度は二面温泉区とすべて旧芦原が対象だった。

また２００万円の資材購入の内訳としては、ＡＥＤ、水槽タンク、発電機等、２５

品目ぐらい購入したとの答弁がありました。 

 次に、教育総務課所管について申し上げます。 

 備品購入費１４１万１,０００円については、放射線計測機を全額県補助金で金津、

芦原中学校に購入し、両校で供用して使用するものであります。このことについて、

導入する機種が異なるため、同じものがよいのではないかとの問いがあり、理事者

からは、まず簡易型で測定し、その後、精密な調査をしていく等の段階を踏まえた

調査を考えており、別々の機種を購入して比較するとの説明がありました。 

 金津小学校スクールバス運行業務委託料８３万１,０００円については、期間はい

つまでかとの問いがあり、理事者からは小学校専用として対応するもので、４月１

６日から１０月３１日のおおむね１１３日であり、１１月からは冬期期間として年

間契約しており、来年度については乗車人数とも勘案しながら対応していくとの答

弁がありました。 

 金津小学校体育館屋根防水工事１,１００万円については、何度も防水工事をして

いるので、再発した場合の対応や工事終了後の保証期間の問いがあり、理事者から
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は業者に対し再度、雨漏りがしないように指導している。保証期間は５年で耐用年

数は１５年との答弁があり、委員からは実績のある業者の選定と再発しないよう、

しっかり指導するよう要望いたしました。 

 次に、文化学習課所管について申し上げます。 

 観月の夕べの補助金に関して、財団法人地域社会振興財団はどのようなものか等

の問いがありました。財団については、財団法人地域社会振興財団は、財団法人地

域活性化センターが交付金を財源として地域社会の活性化及び宝くじの普及を図る

という目的から行っているものであり、長寿社会作りソフト事業交付金の一環とし

て観月の夕べから交付金内示を受けたことであり、財源は宝くじとの説明がありま

した。 

 議案外として、学校給食センター工事について説明がありました。 

 タイムスケジュールが以前からおくれている理由はとの問いに、造成工事、建築

工事の両方の調整のためであり、厨房等に関しては内容的な変更はないため、今後

はさらにおくれることはないとの答弁がありました。厨房設備費がプロポーザルの

金額から２,２００万円ほど増額している理由、また、プロポーザルで決定したこと

に対して変更はおかしいのではないかとの問いに、プロポーザルはあくまでも提案

であり、栄養士、調理員等の打ち合わせの中で、利便性や児童の健康面から学校給

食の衛生管理基準を下回るものは決して整備できない。安全安心な調理を重視し、

基準を満たさないものに対して一部器具の変更があったとの答弁がありました。委

員からは、工事費についてはできるだけ圧縮するように精査することを要望いたし

ました。 

 次に、議案第５８号、福井坂井地区広域市町村圏事務組合規約の変更について申

し上げます。 

 福井坂井地区広域市町村圏事務組合の事務所を、福井市のフェニックスプラザ内

から、あわら市笹岡の塵芥処理場の管理塔に移転することに伴うもので、規約第４

条中、福井市をあわら市笹岡第３３号３番地１号に変更するものでありました。 

 次に、陳情第２号、停止中原発の運転再開を拙速に進めず、早急に｢脱原発プログ

ラム｣を策定するよう求める陳情書について、申し上げます。 

 この陳情は、福島原発事故の真相究明と安全基準の改定がなされるまでは拙速に

運転再開しないように求めることと脱原発プログラムの実現を求める陳情でありま

す。 

 委員からは、大飯原発については安全を確認したと言っているが、防波堤のかさ

上げ、避難道路等の計画ができているだけで、実際には何もできていない、最近で

は３号炉の水位の警報も出ており、何ら今までと変わらない状況であり、今の段階

で運転は認められないとの意見が出されました。しかしながら、おおい町、県、国

と原発再稼動を承諾しており、国の対応に疑問は残るが、県の機関では安全と言っ

ており、知事が再稼動を認めたことは尊重したいとの意見、また、電力の供給がな

ければ経済は停滞してしまう、今後は新たなエネルギー政策を打ち出しながら脱原
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発を進めるべきとの意見が出されました。 

 以上、当委員会に付託されました案件の審査経過と結果を申し上げ、報告といた

します。 

○議長（向山信博君） 次に、厚生経済常任委員長より報告を願います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 厚生経済常任委員長、山田重喜君。 

○４番（山田重喜君） 厚生経済常任委員会の審査の報告を申し上げます。 

 当委員会は、去る６月１８日、１９日の２日間にわたり、市長、副市長及び担当

部課長の出席を求め、当委員会に付託されました議案第５６号、平成２４年度あわ

ら市一般会計補正予算（第２号）をはじめ、３議案について慎重に審査いたしまし

た。 

 審査の結果、議案３件については、いずれも所要の措置であり、挙手採決の結果、

賛成全員でいずれも原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以下、審査の過程で議論されました主な事項について申し上げます。 

 まず議案第５６号、平成２４年度あわら市一般会計補正予算（第２号）について

所管課ごとに申し上げます。 

 市民生活課所管について申し上げます。 

 緊急通報装置設置工事３６万８,０００円は、芦原分室で緊急事態が発生したとき、

ボタン一つで警備会社及び本庁舎へ通報できる装置を設置するものです。委員から

は、万が一の場合、警備会社が対応するのではなく、警察が対応するのか、警備会

社にしっかりと人的対応を含め対応させるべきである。そして、芦原分室及び隣接

する幼児園を含めたマニュアルを整備すべきだとの意見がありました。理事者から

は、強盗などの場合は警察に対応してもらわないといけない。マニュアルに関して

は、設置後において子育て支援課、市民生活課、業者等の関係機関で協議したいと

の答弁でありました。 

 また、強盗を退散させるため、大音量のベルや回転灯を設置してはとの問いがあ

り、専門家に相談した結果、強盗を刺激するとのことで、人命を第一と考え、何も

設置しなかったとの答弁がありました。 

 次に、子育て支援課所管について申し上げます。 

 国の制度改正により、こども手当支給事業３億９,３４５万円を全額減額し、同額

を児童手当支給事業に振りかえることについて、委員からは所得制限が新たに始ま

るが、予算は同額である、所得制限の該当者はいないのかとの問いがありました。

理事者からは、６０名程度の所得制限者を推計しているが、児童手当受給者は３,４

００名程度おり、全体からすると少額である、金額が明確になった時点で減額ある

いは増額の補正をお願いしたいとの答弁がありました。 

 次に、農林水産課所管について申し上げます。 

 鳥獣害防止総合対策事業補助金７８万３,０００円の増額は、金津東部地区鳥獣害

対策協議会にイノシシ捕獲おりの購入経費を補助するものであります。委員からは、
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被害区域が拡大している。抜本的に対策を立て駆除する必要があるのではとの問い

に、理事者からは、今までは剱岳、坪江地区で対策を講じてきた。しかし、現在で

は細呂木、伊井地区へ被害が拡大している。被害が出ている各集落にお願いし、鳥

獣害対策協議会に参画してもらい、おりや固定さくの設置を協議したいとの答弁が

ありました。 

 また委員から、丘陵地のハクビシンの被害が拡大し、ハウスにまで被害が出てい

る。真剣に調査をお願いしたいとの問いに対し、理事者からは丘陵地の小動物の被

害が拡大していることは把握している。対策としては、おりの設置しかないのが現

状である。関係機関と連携して対応したいとの答弁がありました。 

 次に観光商工課所管について申し上げます。 

 ふるさと創造プロジェクト事業１５０万円については、ＪＲ芦原温泉駅前を対象

とした、にぎわいづくりのための基本計画策定経費であります。委員から、計画策

定委員会を設置し市民の意見を吸い上げて計画を策定するようだが、どこまで委員

会の意見を反映するのか、また総事業費は県補助の範囲でおさまるのかとの問いが

ありました。理事者からは、一番大切なのは策定委員会で計画されたものが後々の

ハード、ソフト事業に反映することだと思っている。総事業費だが、現段階では、

１億７,０００万円の枠内で検討してほしいと考えているとの答弁がありました。 

 次に建設課所管について申し上げます。 

 市営住宅使用料過誤納還付金２０万７,０００円については、障害者の取り扱いに

おいて入力ミスが２件発見され、家賃が高く設定されていた。このため、その差額

を返還するものであります。委員からは、過去４年間遡っての返還であり、原因は

何かと問いがありました。理事者からは、チェック体制が甘かったことは反省して

いる。今回、システムの入れかえにより発覚した。入力については、これから２名

でチェックしたいとの答弁がありました。 

 次に議案第５７号、あわら市印鑑の登録及び証明に関する条例等の一部を改正す

る条例の制定について申し上げます。 

 この条例は、住民基本台帳法の改正により外国人住民を住民基本台帳制度の適用

対象に加えることから所要の改正を行うものであります。委員からは、どのような

外国人に住民票を交付するのか、また、住民登録されることにより、どのようなメ

リットがあるのかとの問いがありました。理事者からは、３カ月以上日本に滞在し

ている外国人に住民票を交付する。外国人の得るメリットは、日本人と同じ行政サ

ービスが受けられるようになる。また、行政側としては、外国人があわら市から他

市へ転出するとき、今まではあわら市に転出の報告がなく把握が困難であったが、

今後は住民票を交付するので移動の把握がスムーズに行えるとの答弁がありました。 

 次に議案第５９号、福井県後期高齢者医療広域連合規約の変更について申し上げ

ます。 

 住民基本台帳法の改正により、福井県後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正

するものであり、特に質疑はございませんでした。 
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 次に、継続審査となっております請願第２号、特急列車廃止・削減反対の意見書

提出を求める請願について申し上げます。 

 特急列車の廃止、削減については、北陸新幹線が平成２６年に金沢開業してから

の話で、あくまでも想定としての請願である。ＪＲが廃止や削減を発表していない

段階であるため時期早尚であるとの意見があり、継続審査すべきものと決しました。 

 あわら市農業政策に関する各種要請については、市へも同じ内容のものが提出さ

れているということで、当委員会としては願意妥当と認め、市に対しては農業政策

の推進に更なる努力をお願いするものであります。 

 最後に、議案外でありますが、市が開催する各種イベントの開催について、委員

からは単発の人集め的なイベントでなく、将来のまちづくりにつながるようなイベ

ントとしてほしいとの要請がありました。 

 以上、当委員会に付託されました案件の審査経過と結果を申し上げ報告といたし

ます。 

                                        

○議長（向山信博君） これより各常任委員長の報告に対する総括質疑を許します。 

○議長（向山信博君） 質疑はありませんか。 

 ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） 厚生経済常任委員会に、ちょっとお伺いしたいと思いますが、

請願第２号、特急列車廃止・削減反対の意見書の扱いでございますが、今の報告で

は、ＪＲが今の段階では廃止や削減を発表していないので時期尚早であるというこ

とで、継続審査としたということでございますが、ＪＲは基本的には北陸新幹線の

金沢開業に準じて削減するという基本方針を、もう既に発表していると思います。

私は、具体的に、どの特急を廃止するとかと、そういう具体策が決まる前に、当市

議会として意見を出すということが重要だというふうに思いますが、そういう意見

はなかったのか、ちょっと伺いたいと思います。 

○議長（向山信博君） ４番、山田重喜君。 

○４番（山田重喜君） 山川知一郎議員の質問にお答えをいたします。 

 今、山川知一郎議員が申しましたような意見は出されませんでした。ただ、ここ

で時期尚早と申しますのは、あくまでもＪＲの方から基本的なことは言っておりま

すけども、具体的に、例えばサンダーバードを廃止するとか、そういった意見がな

いということで、委員会としては継続審査となったわけでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（向山信博君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） これをもって終結いたします。 

○議長（向山信博君） これから、日程第２から日程第６までの討論、採決に入ります。 

                                        

○議長（向山信博君） 議案第５６号、平成２４年度あわら市一般会計補正予算（第２
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号）について討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 討論なしと認めます。 

○議長（向山信博君） これより、議案第５６号を採決します。 

 本案に対する各常任委員長の報告は原案可決であります。 

 各委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（向山信博君） 起立全員です。 

 したがって、議案第５６号、平成２４年度あわら市一般会計補正予算（第２号）

については、各委員長報告のとおり可決されました。 

                                        

○議長（向山信博君） 議案第５７号、あわら市印鑑の登録及び証明に関する条例等の

一部を改正する条例の制定について討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 討論なしと認めます。 

○議長（向山信博君） これより、議案第５７号を採決します。 

 本案に対する厚生経済常任委員長の報告は原案可決であります。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（向山信博君） 起立全員です。 

 したがって、議案第５７号、あわら市印鑑の登録及び証明に関する条例等の一部

を改正する条例の制定については、委員長の報告のとおり可決されました。 

                                        

○議長（向山信博君） 議案第５８号、福井坂井地区広域市町村圏事務組合規約の変更

について討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 討論なしと認めます。 

○議長（向山信博君） これより、議案第５８号を採決します。 

 本案に対する総務文教常任委員長の報告は原案可決であります。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（向山信博君） 起立全員です。 

 したがって、議案第５８号、福井坂井地区広域市町村圏事務組合規約の変更につ

いては、委員長の報告のとおり可決されました。 

                                        

○議長（向山信博君） 議案第５９号、福井県後期高齢者医療広域連合規約の変更につ

いて討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（向山信博君） 討論なしと認めます。 

○議長（向山信博君） これより、議案第５９号を採決します。 

 本案に対する厚生経済常任委員長の報告は原案可決であります。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（向山信博君） 起立全員です。 

 したがって、議案第５９号、福井県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

は、委員長の報告のとおり可決されました。 

                                        

○議長（向山信博君） 陳情第２号、停止中原発の運転再開を拙速に進めず、早急に｢脱

原発プログラム｣を策定するよう求める陳情書について討論はありませんか。 

 ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） ただいまの陳情につきまして、是非採択いただくように賛成

の討論をいたします。 

 この陳情では、原発の再稼働をしないようにということを言っておりますが、残

念ながら６月１５日、政府は世論の多数の反対を無視して大飯３、４号再稼働を決

定をいたしました。今回の決定は、まず何よりも昨年３月１１日の福島原発事故の

原因が究明されていない、また政府の事故調査委員会も、国会の調査委員会も、こ

のことについては調査中であります。こういう、あれだけの大事故の原因がはっき

りしていないということが第１。 

 第２には、野田首相は、この１５日の決定で、福島のような事故は再び起こらな

いということを確認をしたということを言っておりますが、実際には大飯原発３、

４号についての具体的な防災対策は、まだほとんどできておりません。福島事故の

大きな原因となった地震、津波、これを防ぐための防潮堤のかさ上げ、また避難道

路を新たに建設する問題、こういうものは計画ができているだけでありまして、実

際の対策は、まだ何もできていない、これからということであります。 

 第３には、今まで原子力の安全を監視してきたと言われる原子力保安院とか原子

力安全委員会というものが全く機能していなかった。安全神話にどっぷりとつかっ

て、絶対大丈夫ということを繰り返して、もう国民の信頼は全く失われてしまった

中で、新しい規制委員会をつくって、きちっと独立性の高いものにして規制すべき

ということで、先日、国会で新しい規制委員会をつくるという法律はできましたけ

れども、実際に、この規制委員会が機能するのは９月からと言われております。 

 こういうように事故原因の究明もされていない、防災対策もされていない、規制

委員会もできていないと、こういう中で再稼働を決定したことは、全く許しがたい

ことであるというふうに考えます。 

 また一方で、電力がどうしても足りないということ、それから、もう一つは原発

を動かさなければ嶺南地域の地域経済は、もう崩壊してしまうということがさんざ

ん言われておりますが、これも例えば電力が足りないということについては、正確
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な情報は何も国民に知らされておりません。ほとんどが関西電力の一方的な情報だ

けで電力不足がさんざん宣伝をされているということではないでしょうか。 

 こういうように、今回の再稼働の決定は、いえばごまかしとおどしによって行わ

れたものであり、再稼働を撤回するように強く求めるものであります。 

 同時に、今こそ脱原発プログラムを策定をするということが極めて重要であると

思います。特に原発を設計したアメリカのウェスティングハウス社は、３０年を原

発の耐用年数として設計をしておりまして、３０年以上たった原発、それから冷却

材にナトリウムを使う危険な高速増殖炉もんじゅは直ちに廃炉にすべきであります。 

 昨年の地震を経て静岡県の浜岡原発は廃炉が決定をいたしまして、今、廃炉の作

業が進められておりますが、きちんとした廃炉が決定すれば雇用不安もほとんど生

まれていないと。廃炉をするにも多数の人間が必要となっておりまして、浜岡では、

ほとんど昨年の地震以前の雇用状態が保たれているということでありますので、嶺

南地域についても、今のようにやるのか、やらないのか、はっきりしないという状

態が一番悪いというふうに思います。きちんとした脱原発プログラムを策定をし、

そして原発にかわる新しい自然エネルギーへの転換、開発ということを進めていけ

ば、雇用不安も解消されるというふうに考えます。そういう点で、是非とも、この

陳情の趣旨を各委員の皆さんがご理解をいただき、採択されるように心からお願い

をいたしまして、討論といたします。 

○議長（向山信博君） ほかに討論ありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） これで討論を終わります。 

○議長（向山信博君） これより、陳情第２号を採決します。 

 この陳情に対する総務文教常任委員長の報告は不採択であります。 

 陳情第２号を採択することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（向山信博君） 起立少数です。 

 したがって、陳情第２号、停止中原発の運転再開を拙速に進めず、早急に｢脱原発

プログラム｣を策定するよう求める陳情書は、不採択とすることに決定しました。 

                                        

   ◎議案第６１号の上程・提案理由説明・質疑・討論・採決 

○議長（向山信博君） 日程第７、議案第６１号、工事請負契約の締結について（（仮称）

あわら市生涯学習館整備工事（建築工事））を議題とします。 

○議長（向山信博君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第６１号、工事請負契約の締結に

ついての提案理由の説明を申し上げます。 

 去る６月１４日に（仮称）あわら市生涯学習館整備工事（建築工事）の条件つき
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一般競争入札を執行いたしました。その結果、３億４,５５２万９,８００円で株式

会社ウエキグミ建築本部・三越建設工業株式会社・（仮称）あわら市生涯学習館整備

工事（建築工事）特定建設工事共同企業体が落札し、同共同企業体の代表者である

株式会社ウエキグミ建築本部と仮契約を締結いたしたところであります。 

 本案につきましては、あわら市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得、また

は処分に関する条例第２条の規程により、議会の議決を求めるものであります。 

 よろしくご審議いただき、妥当なるご決議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（向山信博君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（向山信博君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 質疑なしと認めます。 

○議長（向山信博君） ただいま議題となっています議案第６１号につきましては、会

議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略し、直ちに採決したいと存

じますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 異議なしと認めます。 

○議長（向山信博君） これから議案第６１号の討論、採決に入ります。 

○議長（向山信博君） 議案第６１号について、討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 討論なしと認めます。 

○議長（向山信博君） これより、議案第６１号を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（向山信博君） 起立全員です。 

 したがって、議案第６１号、工事請負契約の締結について（（仮称）あわら市生涯

学習館整備工事（建築工事））は、原案のとおり可決されました。 

                                        

   ◎発議第４号の趣旨説明・質疑・討論・採決 

○議長（向山信博君） 日程第８、発議第４号、ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉への

参加反対に関する意見書を議題とします。 

○議長（向山信博君） 本案について提出者の趣旨説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ４番、山田重喜君。 

○４番（山田重喜君） 議長のご指名がありましたので、発議第４号、ＴＰＰ（環太平

洋連携協定）交渉への参加反対に関する意見書について趣旨説明を申し上げます。 

 ＴＰＰ交渉参加については、国益上守るべき具体的な内容や水準があいまいなこ

とや国の形が変わりかねない重大な問題にもかかわらず、情報不足により国民的議

論がなされてないことなどから、拙速な参加表明に慎重を求める声がこれまでにも
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挙がっています。 

 しかしながら、交渉参加への事前協議が進展しても、政府からは正確な情報が伝

わってこないため、さらに不信感が高まっている。 

 また、本県を含め都道府県、全国の市町村議会で８割に上る交渉参加反対へ意見

書が採択され、さらには、全国で１,１１６万人を超える交渉参加反対の署名が提出

されているにもかかわらず、事実上の参加協議は極めて遺憾である。 

 したがって、ＴＰＰ交渉への参加には反対であり、断じて認めることはできない

のであります。 

 所定の賛成者を得て提案させていただきましたので、議員各位のご賛同をよろし

くお願いいたします。 

 なお、意見書案につきましては、お手元に配布のとおりでありますので、よろし

くお願いをいたします。 

○議長（向山信博君） 本案に対する質疑を許します。 

○議長（向山信博君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 質疑なしと認めます。 

○議長（向山信博君） ただいま議題となっています発議第４号につきましては、会議

規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略し、直ちに採決したいと存じ

ますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 異議なしと認めます。 

○議長（向山信博君） これより、討論、採決に入ります。 

○議長（向山信博君） 討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 討論なしと認めます。 

○議長（向山信博君） これより、発議第４号を採決いたします。 

 本案を提案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（向山信博君） 起立多数です。 

 したがって、発議第４号、ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉への参加反対に関す

る意見書は、提案のとおり可決されました。 

                                        

   ◎発議第５号の趣旨説明・質疑・討論・採決 

○議長（向山信博君） 日程第９、発議第５号、農業・食料の安全対策と農業の発展に

向けた意見書を議題とします。 

○議長（向山信博君） 本案について提出者の趣旨説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） ４番、山田重喜君。 
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○４番（山田重喜君） 議長のご指名がありましたので、発議第５号、農業・食料の安

全対策と農業の発展に向けた意見書について趣旨説明を申し上げます。 

 東日本大震災の影響は、いまだに多くの傷跡を残し、放射能による農産物の出荷

停止や、それらに伴う風評被害などにより、今後も継続した被害が予想されており、

引き続き農業・食料に対する安全対策の徹底が求められております。 

 さらに、本県の農業、農村、地域を守るためにも、ＴＰＰ交渉参加阻止に向けた

取り組みは最大の課題になっております。 

 よって、農業者が安全安心に営農活動を維持し、地域農業を発展していくため、

特段の取り組みを求めるものであります。 

 所定の賛成者を得て提案させていただきましたので、議員各位のご賛同をよろし

くお願いいたします。 

 なお、意見書案につきましては、お手元に配布のとおりでありますので、よろし

くお願いをいたします。 

○議長（向山信博君） 本案に対する質疑を許します。 

○議長（向山信博君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 質疑なしと認めます。 

○議長（向山信博君） ただいま議題となっています発議第５号につきましては、会議

規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略し、直ちに採決したいと存じ

ますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 異議なしと認めます。 

○議長（向山信博君） これより、討論、採決に入ります。 

○議長（向山信博君） 討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 討論なしと認めます。 

○議長（向山信博君） これより、発議第５号を採決いたします。 

 本案を提案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（向山信博君） 起立全員です。 

 したがって、発議第５号、農業・食料の安全対策と農業の発展に向けた意見書は、

提案のとおり可決されました。 

                                        

   ◎常任委員会の閉会中の所管事務の調査の件 

○議長（向山信博君） 日程第１０、常任委員会の閉会中の所管事務の調査の件を議題

とします。 

 総務文教常任委員長及び厚生経済常任委員長から、会議規則第１０４条の規定に

より、お手元に配布しました特定事件の調査事項について、閉会中の継続調査の申
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し出があります。 

○議長（向山信博君） お諮りします。 

 各常任委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 異議なしと認めます。 

 したがって、各常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすること

に決定しました。 

                                        

   ◎閉議の宣告 

○議長（向山信博君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 これにて、会議を閉じます。 

                                        

   ◎市長閉会挨拶 

○議長（向山信博君） 市長より発言の申し出がありますので、この際、これを許可し

ます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（向山信博君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 閉会に当たりまして一言ご挨拶を申し上げます。 

 議員各位には、大変お忙しい中、また梅雨時期に入りまして厳しい暑さの中、長

期間にわたりましてご出務をいただきました。また、今ほどは提案いたしました各

議案につきまして、それぞれお認めをいただきました。厚く御礼を申し上げます。 

 北陸新幹線の正式認可が延び延びになっておりますが、もう間もなくではないか

というふうに期待をいたしております。恐らく次回定例会までには必ずや正式認可

がおりるものと思っております。 

 なお、あわら市内のソフト、ハード両面を含めたまちづくりにつきましては、平

成２６年度末の北陸新幹線金沢暫定開業を標準といたしまして、そこに向けて、こ

れから精いっぱい努力をしていかなければならないと思っておりますので、また議

員各位のご理解とご協力をお願いを申し上げるわけでございます。 

 また、国会におきましては、あした、税と社会保障の一体改革の議案についての

採決が行われるようであります。大変緊迫した状況でありますが、どのような結果

になりましても、やはり我々は市民生活に直結する基礎的自治体として市民の福祉

向上のために改革を進めておられる議会とともに努力をして参りたいというふうに

決意をいたしておりますので、更なるご支援、ご協力をお願い申し上げます。 

 これから、まだ暑さ本格的になりますけども、どうかご健勝にて議員活動されま

すようにご祈念申し上げまして、閉会に当たってのお礼のご挨拶とさせていただき

ます。ありがとうございました。 
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   ◎議長閉会挨拶 

○議長（向山信博君） 閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 議員各位には長期間にわたる審査、誠にありがとうございました。そして、また

妥当なる結論をいただきまして、心からお礼を申し上げる次第でございます。 

 梅雨に入っても暑い日が続いております。これからますます暑くなると思います

が、議員各位におかれましては健康に留意されまして、今後もご活躍をお祈り申し

上げます。また、何かとお忙しい時期だと思いますが、閉会中の継続審査もござい

ます。よろしくお願いを申し上げまして、一言、閉会に当たってのご挨拶にかえさ

せていただきます。 

                                        

   ◎閉会の宣告 

○議長（向山信博君） これをもって、第６１回あわら市議会定例会を閉会します。 

（午後２時 25分） 
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